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ここが変わる。 高島市民病院 …❷ｰ❸
平成 24 年度　予算 ………………❹ｰ❼

特集 1

特集 2

今月号から、オノミユキさんの
ごみ減量マンガを連載します。 高島市ごみ減量大作戦

詳しくは 18 ページをご覧ください

　平成 23 年度は、市民
の皆さ

んのおかげで、５２５tの
可燃ご

みを削減することができ
ました。

ご協力ありがとうございま
した。

　今年度、ごみ減量大作
戦は２

年目に突入します。さら
にきめ

細かく推進を図っていき
ますの

で、引き続きご協力をお
願いし

ます。

今年度目標 ｔ２１２５,

２０１２（平成

24
年

）５
月号

Ｎｏ . １４８
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●
個
室
が
33
室
か
ら
１
１
０
室
に
大
幅
増
加

●
動
線
を
考
え
た
配
置
で
病
院
内
で
の
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に

●
地
震
に
強
い
免
震
構
造
を
採
用

●
オ
ー
ル
電
化
を
採
用
（
非
常
時
に
は
自
家
発
電
も
で
き
ま
す
）

●
災
害
拠
点
病
院
の
機
能
を
強
化

●
病
棟
の
フ
ロ
ア
ー
を
色
分
け
し
分
か
り
や
す
く

●
健
診
セ
ン
タ
ー
を
今
年
度
整
備

　新病院では、複数の診療科で
１つの受付を設置する「ブロッ
ク受付」を取り入れます。これ
により外来受診時の流れをス
ムーズにすることができます。
　総合受付、再来受付機での受
付後、受診科のブロック受付に
お進みください。
※産婦人科、歯科・歯科口腔外
科、精神科・神経科、小児科は
それぞれの科での受付となりま
す。

　病室は、個室と４床室で構成
しています。個室を従来より
77室増やしたほか、各病室に
は部屋番号とともに花の名前を
付け、入院時のお部屋をわかり
やすくするなど、患者様の療養
生活に不自由がないよう工夫を
しています。
　また、トイレ付個室病室を多
数設置しています。
★77室のうち 47室は、差額
ベッド料が要らない個室です。

　入院患者様が安全な診療と入
院生活を送れるよう、ベッド周
りに患者様ごとの食事制限やリ
ハビリの時間などの情報をピク
トグラムで表示し、わかりやす
くします。

　最新のＣＴやＭＲＩなど高度医療機器や電
子カルテをはじめとする医療情報システムを
導入しました。これまでよりさらに充実した
医療サービスをご提供します。

５
月
１
日
、
新
病
院
が
開
院

病室の表示 外来の受診

医療機器の充実

※ピクトグラムとは
　ピクトグラムは絵ことば、
絵文字の意味です。よく目に
する非常口やトイレの男女別
サインもその１つです。

ブロック受付で、
外来受診がスムーズに

病室に花の名を付け、
わかりやすく

医療看護支援ピクトグラム
を県内病院で初導入

最新の高度医療機器や、
電子カルテを導入

病室番号の表示 ブロック受付

ピクトグラム

ＭＲＩ

変わ
る。

変わ
る。

変わ
る。

災
害
時
に
傷
病
者
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
医
療
ガ
ス
等
の

設
備
を
充
実
し
ま
し
た
。

特集１

各
病
棟
に
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
設
け
る
と
と
も
に
各
部
屋
に
花
の
名
前
を
付
け
、
患
者
様
に
わ

か
り
や
す
く
し
ま
し
た
。

・
３
階　
ピ
ン
ク　
　
（
日
本
百
選
に
選
ば
れ
た
海
津
の
桜
）

・
４
階　
グ
リ
ー
ン　
（
高
島
市
の
72
％
を
占
め
る
森
林
）

・
５
階　
ブ
ル
ー　
　
（
豊
な
水
を
た
た
え
た
琵
琶
湖
）
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い
よ
い
よ
新
病
院
が
５
月
１
日
（
火
）
に
開
院
し
、５
月
７
日
（
月
）
か
ら
外
来
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

　
新
病
院
で
は
、
外
来
受
診
の
方
法
や
病
室
の
表
示
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。
大
き
く
変
わ
っ
た
ポ
イ
ン
ト

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大きく変わる
ポイント！

リハビリ室
オペ室

４人部屋

ラウンジ

こ
こ
が
変
わ
る
。
高
島
市
民
病
院

●名　　称　高島市民病院
●所 在 地　高島市勝野 1667
●診療科目
　　　内科、神経科・精神科、循環器科、小児科、外科、　
　　　整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、
　　　眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、
　　　放射線科、心臓血管外科、麻酔科、歯科、歯科口腔外科
●特殊外来
　　　消化器外来、神経内科外来、呼吸器外来、不整脈外来、
　　　脊椎外来、糖尿病外来、甲状腺外来、乳腺外来、
　　　小児神経　外来、小児心臓外来、コンタクト外来、
　　　インプラント外来、　肝臓外来、腎臓外来
●病 床 数　　２１０床（一般２０６床・感染症病床４床）
●規　　模
　　病院本棟：鉄筋コンクリート造（免震構造）地上５階
　　　　　　　延床面積　１４，０３７㎡
　　機  械  棟：鉄骨造（耐震構造）平屋　
　　　　　　　床面積　  　　　６２８㎡
●連 絡 先
　　（代　　　　表） （３６）０２２０
　　（外来予約専用） （３６）８０７７ 

新病院の概要
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  自主財
源  依
 存
 財

 源

歳　入
２５９
７,０００万円

億

■自主財源
　市が自主的に収入することができるお金のこと。
■依存財源
　国や県からの補助金など、市が自主的に収入することが
できないお金のこと。

　 財政課　 （25）8111

　平成 24 年度当初予算が３月議会で可決され、決
定しました。
　 行 政 運 営 の 根 幹 で あ る 一 般 会 計 の 総 額 は
２５９億７，０００万円で、市民目線に立ち、４つ
の柱「安全・安心な暮らしづくり」「高島の人づくり、
地域づくり」「三里を活かした環境、産業づくり」「暮
らしと産業を支える基盤づくり」を基本に編成して
います。

用　語　説　明

議 会 費
議会の運営のために

総 務 費
庁舎や財産の維持管
理、公共交通のため
に 民 生 費

障がい者や高齢者の
福祉の充実や子育て
支援のために

７６円 １, １４０円 ２, ７４５円

衛 生 費
環境保全、健康増進
のために 農林水産

業費

農林業や水産業の振
興のために 商 工 費

商工業、観光振興の
ために

１, ３０８円 ４８７円 ２５１円

土 木 費
道路や公園などの施
設改修、整備のために 消 防 費

消防など災害対策の
ために 教 育 費

学校教育、文化、スポー
ツの振興のために

１, ０３５円 ４９１円 １, ０２３円

公 債 費
借金返済のために 労働費・予備費

・災害復旧費
・諸支出金

勤労者支援や緊急時
の予備などに

１, ３９１円 ５３円

     義
務
的
経
費一
般
行

政経費

歳　出
（性質別）

２５９
７,０００万円

億

　

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
が

４
億
５
，
９
５
９
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
要
因

は
、
市
税
が
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
影
響
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
８
，
５
９
５
万
円

の
減
額
と
な
る
ほ
か
、
減
債
基

金
や
地
域
福
祉
基
金
の
取
り
崩

し
額
は
増
加
す
る
も
の
の
病
院

建
設
準
備
基
金
繰
入
金
が
12
億

円
を
超
え
る
大
幅
な
減
額
と
な

る
た
め
で
す
。

　
依
存
財
源
は
、
市
債
残
高
を

減
ら
す
観
点
か
ら
、
交
付
税
措

置
の
低
い
も
の
は
極
力
借
入
れ

な
い
方
針
で
予
算
編
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
交
付

税
の
補
て
ん
措
置
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
が
、
前
年
度
よ
り

１
億
円
増
の
11
億
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
市
債
全
体

と
し
て
は
、
昨
年
度
に
比
べ

１
億
４
，
６
２
０
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

予
平成 24 年度

会　計　区　分 平成 24 年度
予 算 額 前年度比

　一　般　会　計 259 億 7,000万円 ▲３．７％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 ( 事業勘定 ) 59 億 3,000万円 ４．９％

国民健康保険特別会計 ( 直診勘定 ) 8,290万円 ２．９％

後期高齢者医療事業特別会計 4 億 9,550万円 １３．５％

農林業集落排水事業特別会計 5 億 6,430万円 ▲０．３％

下水道事業特別会計 23 億 1,800万円 ▲１．２％

熱供給事業特別会計 600万円 ▲４．８％

介護保険事業特別会計 45 億 1,600万円 １０．６％

訪問看護ステーション事業特別会計 7,840万円 ３．２％

事
業
会
計

水道事業会計 13 億 4,177万円 ▲５．２％

病院事業会計 66 億 5,400万円 ▲２７．４％

介護老人保健施設事業会計 6 億 5,916万円 ８８．９％

平成 24 年度　会計別予算額

※おことわり
　金額は１万円未満を切り捨てしているため、合計金額が一致しない場合があります。

　
歳
出
で
は
、
性
質
別
に
み
る

と
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
前
年
度
よ
り

５
，
７
４
８
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公

債
費
は
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
の
伸
び
に
よ
る
扶
助
費

の
増
加
、
共
済
組
合
負
担
率
の

改
定
や
退
職
手
当
組
合
負
担
金

の
増
額
な
ど
に
よ
り
人
件
費
が

増
加
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
一
般
行
政
経
費
は
、
高
島
市

民
病
院
の
建
設
事
業
費
の
縮
減

に
伴
い
、
病
院
事
業
会
計
へ
の

負
担
金
が
大
幅
に
減
額
す
る
こ

と
か
ら
補
助
費
等
で
14
億
２
，

６
８
３
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
私
立
保
育

園
、
幼
稚
園
の
整
備
事
業
に
対

す
る
補
助
金
が
大
幅
に
伸
び
た

ほ
か
、
市
道
改
良
事
業
や
観

光
・
福
祉
施
設
等
の
改
修
事
業

費
な
ど
が
伸
び
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
と
比
較
し
て
１
億
９
，

５
６
７
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■義務的経費
　人件費、扶助費、公債費のこと。その支
出が法律などで義務づけられていて、自由
に減らすことができません。
　義務的経費の比率によって、財政の自由
度が左右されます。
　高島市の場合、義務的経費の割合は約半
分となっています。

一般会計  歳　出

用　語　説　明

特集２

一般会計  歳　入

算

※この金額は、一般会計を割り戻
した金額です。

一般会計　２５９億７，０００万円
特別会計　１３９億９，１１０万円
事業会計　　８６億５，４９３万円

予算総額
　４８６億１，６０３万円

市税
55 億 8,012 万円

地方交付税
107 億円

国庫支出金
21 億 276 万円

県支出金
14 億 9,659 万円

市債
18 億 9,780 万円

その他
11 億 2,460 万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入、寄附金
繰入金、繰越金、諸収入

30 億 6,812 万円

（21.5％）

（11.8％）

（41.2％）

（8.1％）

（5.8％）

（7.3％）

（4.3％）

人件費
53 億 3,559 万円

（20.5％）

扶助費
35 億 1,552 万円

（13.5％）

公債費
36 億 1,187 万円

（13.9％）物件費
35 億 5,629 万円

（13.7％）

補助費等
39 億 4,905 万円

（15.2％）

投資的経費
25 億 1,300 万円

（9.7％）

その他
33 億 1,588 万円

（12.8％）

維持補修費
1 億 7,277 万円

（0.7％）

歳　出
（目的別）

２５９
７,０００万円

億

議会費
1 億 9,611 万円

（0.8％）
総務費
29 億 6,115 万円

（11.4％）

民生費
71 億 2,651 万円

（27.4％）

衛生費
33 億 9,593 万円

（13.1％）

土木費
26 億 8,871 万円

（10.4％）

消防費
12 億 7,565 万円（4.9％）

労働費
1,388 万円（0.0％）

農林水産業費
12 億 6,585 万円

（4.9％）

商工費
6 億 5,264 万円
（2.5％）

教育費
26 億 5,737 万円

（10.2％）

災害復旧費
300 万円（0.0％）

公債費
36 億 1,187 万円

（13.9％）

諸支出費
4,888 万円（0.2％）

予備費
7,240 万円

（0.3％）

あなたの納めた １万円  の使い道は
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主な事業を
ご紹介します

安全・安心な暮らしづくり

三
み さ と

里を活かした環境、産業づくり

暮らしと産業を支える基盤づくり

　高島市民病院の整備に併せて、隣接地に災害発
生時における地域住民の緊急避難および応急救
護、被災者の受け入れ、トリアージ、救護物資の
受け入れ備蓄等、災害発生時に広範囲かつ多目的
に救護活動等が実施できる防災拠点施設を整備し
ます。

　高齢化が進む中で、介護老人保健施設の役割が
重要なものとなっていることから、定員を１００
人へ増床するため改修工事を行います。

　高島市の農産物を安全・安心で高
品質な特産品として認証・明示しま
す。また、認証制度を広くＰＲする
ことにより、高島産農産ブランドを
確立し、生産拡大や販売促進、情報
発信等の取り組みを進めます。本年
度は特産品広告をラッピングしたト
ラックを走らせるほか、新たに農産
ブランド推進店登録制度を創設し、
流通の拡大を図ります。

　マキノ駅・新旭駅のバリアフリー化に向けて、
ＪＲ西日本との協議に必要な資料の作成を行いま
す。

● 原子力防災対策事業　　　１, ４７０万円
● 食品用（学校給食）放射線
　 測定器購入事業　　　　　１, ２８０万円

● みんなで創るまちづくり事業
　　　　　　　　　　　１億４, ７３６万円

　地震や水害、原発事故など、災害に対する市民の不安を解消するため、万が一の事態に備えた防
災対策に取り組みます。

　市民と行政がそれぞれの持ち味を活かせるよう、組織の育成や体制強化に取り組み、質の高い公共
サービスを今後も提供します。また次代を担う子どもたちの健やかな成長を支援します。

●防災拠点施設整備事業
　　　　　　　　　　　 ３億３, ６３８万円

●私立保育園・幼稚園施設整備事業補助
　　　　　　　　　　　４億７，０２０万円

●介護老人保健施設「陽光の里」整備事業
　　　　　　　　　　　３億１，４００万円

　高島市は福井県の原子力発電所に隣接している
ことから、市民の安全・安心な暮らしを守るため、
原子力防災専門職員の設置、地域防災計画（原子
力災害対策編）の見直し、原子力災害対策マニュ
アルの作成を行います。
　また、安全・安心な学校給食を提供するため、
各学校給食センターに放射線測定器を設置し、放
射線の検査を行い食材の安全性を確認します。

　区・自治会独自の課題解決や取り組みに柔軟に
対応し総合的に支援する制度「みんなで創るまち
づくり交付金」を本年度も実施します。

● 特色ある学校づくりとしてのマイスクール
　 事業　　　　　　　　　　  　９５８万円
　市内の各小中学校が主体的に取り組む自然体験
活動や文化芸術活動を教育活動に位置づけ、特色
ある学校の顔づくりを推進します。 

　入所児童の安全確保や保育環境の改善のため、
老朽化が著しい安曇川地域の私立保育園・幼稚園
の施設整備に対し補助します。

●保育園給食アレルギー対応　　３５４万円
　食物アレルギーをもつ子どもが増加しており、
保育園での個別かつ慎重な対応が求められている
ことから、専任調理人や専任保育士の配置を行い
ます。

● 地域特産品振興事業　　　２, ４７２万円 ●新規就農者育成支援事業　　　３２４万円

● 小水力発電推進事業　　　　  ２３３万円

● びわ湖源流の森活性化事業  ２，９４３万円

● 高島産材を活用したモデル住宅建築助成　
　など高島地域材流通促進事業　
　　　　　　　　　　　　　  ４，０３１万円

● おいでよ高島・若者マイホーム支援事業
　　　　　　　　　　　　　 １，２００万円

　恵まれた美しい自然環境、長年培われてきた風土や風格といった地域の魅力を最大限に活用し、
地場産業の活力増進と地域経済の活性化に取り組みます。また、若者定住の更なる促進に向けて、
魅力ある雇用の創出や住宅支援など定住環境の整備に取り組みます。

　市民にとって重要な交通手段であるＪＲ各駅の利便性を高めるためにエレベーター設置を推進す
るとともに、市道や河川の整備を進めます。

● ＪＲマキノ駅・新旭駅バリアフリー化事業
　　　　　　　　　　　　　　  ２７８万円

● 市道改良事業、河川改修事業
　　　　　　　　　　　 ６億８, ０１７万円

　地域内の連携、交流を高めるため道路改良等を
行います。
　また、地域住民が安全で安心できる生活環境を
確保するため、河川改修工事を行います。本年度
は、庄境川を国道１６１号バイパス予定地まで改
修します。

　意欲ある青年就業者の育成と地域農業者の担い
手を育成し、農業従事者の高齢化や後継者不足を
解消するため、新規就農研修制度の創設や青年就
農給付金の給付を行います。

　農業用施設を活用した小水力発電等の再生エネ
ルギーの導入に向けた試みがなされていることか
ら、その機運を高め、先進的な取り組みを支援し、
事業の拡大を図ります。

　木材価格の低迷や山村地域の過疎化・高齢化な
ど社会の大きな変化により、手の行き届かない森
林が増加していることから、豊かな森林を健全な
形で次世代に引き継ぐために、琵琶湖森林づくり
県民税を活用した事業を実施します。

　市内産材の需要拡大を図るため、木材生産者か
ら家づくり施工者をつなぐ生産流通システムを構
築します。また、市民への地域材活用の普及、啓
発活動を行います。木の家づくり相談窓口の運営
や地域産材を活用したモデル住宅の建築・展示事
業に対する支援を行います。（P31に関連記事掲載）

　若者の移住を促進し地域の活性化を図るため、
40 歳未満の若者で住宅を取得して市内に転入す
る方の住宅取得に対して助成を行います。

（P10 に関連記事掲載） 

高島の人づくり、地域づくり

※三里…里山、里住、里湖のこと
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「
び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し
ま
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

課
題
に
円
滑
か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
に
見
直
し

市
役
所
の
組
織

　
平
成
24
年
度
は
、
速
や
か
な
防
災

対
策
の
確
立
と
と
も
に
、
高
島
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
や
第
３
期
高

島
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
初
年
度
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地

域
主
権
に
即
応
し
た
自
治
体
の
実
現

を
め
ざ
し
、「
び
わ
湖
源
流
の
郷
た

か
し
ま
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
各

種
施
策
や
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
円
滑

か
つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
部
局
で
は
、
さ
ら
に
職
員
数
が

減
少
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
創
意
と
工
夫
を

も
っ
て
業
務
に
取
り
組
み
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
努

め
、
所
属
長
を
核
と
し
て
、
職
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
り
強
固
な
も
の

と
し
、
意
欲
的
で
元
気
な
職
場
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　　　　   健康福祉部
　　●社会福祉課　　☎ (25)8120
　　●障がい福祉課　☎ (25)8516
　　●健康推進課　　☎ (25)8078
　　●保険年金課　　☎ (25)8137
　　　・朽木診療所
　　●長寿介護課　　☎ (25)8029
　　●訪問看護ステーション  ☎ (36)8111
　　●陽光の里　　　☎ (36)1220
　　健康いきいき応援センター　
　　●北部健康いきいき応援センター
　　　　　　　　　　☎ (22)5101
　　●南部健康いきいき応援センター
　　　　　　　　　　☎ (32)4413
　　子ども局
　　●子育て支援課　☎ (25)8136
　　　・マキノ東保育園
　　　・今津東保育園　
　　　・古賀保育園　　
　　　・大師山さくら園
　　　・カンガルー教室
　　●子ども家庭相談課    ☎ (25)8517

　　　　   産業経済部
　　●農業振興課　　☎ (25)8511
　　　・特産品振興室　・農業再生推進室
　　●森林水産課　　☎ (25)8512
　　●商工振興課　　☎ (25)8514
　　●観光振興課　　☎ (25)8040

　　　　   土木交通部
　　●土 木 課　　☎ (22)2001
　　　・国県事業対策室
　　●都市計画課　　☎ (22)0904
　　●交通対策課　　☎ (22)0058

　　　    会計管理者
　　●会　計　課　　☎ (25)8118

　　　　　  消防本部
　　●消防総務課　　☎ (22)5401
　　●予 防 課　　☎ (22)5403
　　●警 防 課　　☎ (22)5402
　　●通信指令課　　☎ (22)1234
　　●北部消防署　　☎ (22)1234
　　　・朽木分遣所　☎ (38)2100
　　　・マキノ救急分遣所  ☎ (28)0119
　　●南部消防署　　☎ (32)1212

　　　　　  総 務 部
　　●行 政 課　　☎ (25)8000
　　●財 政 課　　☎ (25)8111
　　●職 員 課　　☎ (25)8525
　　●税 務 課　　☎ (25)8116
　　●納 税 課　　☎ (25)8522
　　●情報統計課　　☎ (25)8527
　　●契約検査課　　☎ (25)8501

  　　　　政 策 部
　　●企画広報課　　☎ (25)8114
　　●秘 書 課　　☎ (25)8000
　　●経営改革課　　☎ (25)8000
　　総合防災局
　　●防　災　課　　☎ (25)8133
　　●原子力防災対策室… 　☎ (25)8133

　   　    市民環境部
　　●市民活動支援課   ☎ (25)8526
　　●市 民 課　　☎ (25)8018
　　●生活相談課　　☎ (25)8125
　　●人権施策課　　☎ (25)8524
　　●環境政策課　　☎ (25)8123
　　　・ごみ減量推進室
　　　・環境センター
　　　・今津環境クリーンセンター
　　　・衛生センター
　　　・斎場
　　●マキノ支所　　☎ (27)1121
　　●今 津 支 所　　☎ (22)2551
　　●朽 木 支 所　　☎ (38)2331
　　●安曇川支所　　☎ (32)1131
　　●高 島 支 所　　☎ (36)1121
　　●新旭振興室　　☎ (25)8100

・マキノ西保育園
・朽木保育園
・高島保育園
・静里なのはな園
・マキノ児童館

市 長 部 局
　　　　   上下水道部
　　●事　業　課　　☎ (22)9037
　　●経　営　課　　☎ (22)6838

平成
２４
年度

職
員
課　

（
２
５
）８
５
２
５

見直しのポイント！

       教育委員会
　      教育委員会事務局
　　●教育総務課 ☎ (32)1132
　　●学校教育課 ☎ (32)4471
　　●教育相談・課題対応室
 ☎ (32)4406
　　　・教育研究所 ☎ (32)4482
　　　・小学校
　　　・中学校
　　●社会教育課 ☎ (32)4457
　　　・マキノ公民館 ☎ (27)1131
　　　・今津公民館 ☎ (22)2249
　　　・朽木公民館 ☎ (38)2324
　　　・安曇川公民館 ☎ (32)0003
　　　・高島公民館 ☎ (36)0219
　　　・新旭公民館 ☎ (25)8100
　　　・中江藤樹記念館 ☎ (32)0330
　　●青少年課 ☎ (32)4458
　　　・少年センター・あすくる高島
 ☎ (32)3824
　　●学校給食課 ☎ (32)4475
　　　・マキノ学校給食センター ☎ (27)0360
　　　・今津学校給食センター ☎ (22)2091
　　　・安曇川学校給食センター ☎ (32)0072
　　　・新旭学校給食センター ☎ (25)7080
　　●文化財課 ☎ (32)4467
　　　・マキノ資料館 ☎ (27)1484
　　　・朽木資料館 ☎ (38)2339
　　　・高島歴史民俗資料館 ☎ (36)1553
　　●市民スポーツ課 ☎ (32)4459
　　●図書館
　　　・マキノ図書館 ☎ (27)0350
　　　・今津図書館 ☎ (22)3827
　　　・朽木図書室 ☎ (38)2324
　　　・安曇川図書館 ☎ (32)4711
　　　・高島図書室 ☎ (36)2160
　　　・新旭図書室 ☎ (25)2811
　　●高島市民会館 ☎ (22)1764
　　　・藤樹の里文化芸術会館
 ☎ (32)2461
　　　・ガリバーホール ☎ (36)0219

82012.５月号紙ごみ減量標語応募作品 「みんなでやめよう　地きゅうに　ごみをポイ」おだにゆうき（マキノ）2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「目指そうよ。　ゴミをへらして　明るい未来。」万木　綾子（安曇川）

【
政
策
部
】

　
政
策
部
内
に
「
総
合
防
災
局
」
を
設
置
し
、
地
震

災
害
、
台
風
災
害
、
豪
雨
災
害
等
の
防
災
体
制
を
整

え
る
と
と
も
に
、
原
子
力
防
災
専
門
員
（
嘱
託
職
員
）

と
消
防
職
員
を
配
置
し
、
原
子
力
防
災
対
策
室
の
体

制
を
強
化
し
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
部
】

　
北
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
北
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
併
設
）
と
南
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
南

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
併
設
）を
そ
れ
ぞ
れ「
北

部
健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」・「
南
部
健
康
い
き
い

き
応
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

【
上
下
水
道
部
】

　
下
水
道
事
業
の
終
息
に
伴
い
、
現
在
の
水
道
課
と

下
水
道
課
を
統
合
し
、
建
設
と
維
持
管
理
を
担
当
す

る
「
事
業
課
」
と
使
用
料
金
や
受
益
者
分
担
金
等
の

事
務
を
担
当
す
る
「
経
営
課
」
に
再
編
し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

　
教
育
相
談
・
課
題
対
応
室
を
、
学
校
教
育
課
と
連

携
す
る
体
制
と
し
、
い
じ
め
問
題
等
の
課
題
対
応
に

当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
教
育
課
内
に
あ
っ
た
青

少
年
育
成
室
を
「
青
少
年
課
」
と
し
て
独
立
し
、
青

少
年
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
高
島
市
民
病
院
】

　
５
月
に
開
院
す
る
高
島
市
民
病
院
に
つ
い
て
、
病

院
建
設
事
業
に一定
の
区
切
り
が
付
い
た
こ
と
か
ら
、

病
院
建
設
部
を
廃
止
し
、
事
務
部
内
に
残
事
業
と
施

設
の
維
持
管
理
を
担
当
す
る
「
施
設
管
理
課
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

●
各
支
所
・
新
旭
振
興
室
に
、
ま
ち
づ
く
り
担
当
職

員
を
配
置
し
、
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

●
そ
の
他
の
組
織
機
構
の
再
編
・
改
称

　
【
政
策
部
】

　
　
・
総
合
防
災
課  

↓  

防
災
課

　
【
健
康
福
祉
部
】

　
　
・
障
害
福
祉
課  

↓  

障
が
い
福
祉
課

【
土
木
交
通
部
】

　
土
木
課
内
に
「
国
県
事
業
対
策
室
」
を
設
置
し
、

国
道
、
県
道
の
新
設
改
良
事
業
、
安
曇
川
を
は
じ
め

と
す
る
河
川
改
修
事
業
等
に
関
す
る
要
望
活
動
、
事

業
調
整
、
地
元
協
議
等
に
専
門
的
に
対
応
で
き
る
体

制
に
整
備
し
ま
し
た
。

議会事務局議　　会 ●議事課　☎ (25)8140

　　…　　高島市民病院
　☎ (36)0220（代表）
　☎ (36)8077（外来予約専用）

　●診　療　部
　●医療技術部
　●看　護　部
　●医療安全部
　　・医療安全推進室
　●地域医療サービス部
　　・地域医療連携室　☎ (36)8078
　●事務部
　　・病院総務課　☎ (36)8051
　　・経営企画課　☎ (36)8114
　　・医事課　　　☎ (36)8050
　　・施設管理課　☎ (36)8089

●事務局　　☎ (25)8000
選 挙 管 理 委 員 会

監 査 委 員
●事務局　　☎ (25)8000

公 平 委 員 会
●事務局　　☎ (25)8000

固定資産評価審査委員会
●事務局　　☎ (25)8000

農 業 委 員 会
●事務局　　☎ (25)8513

WIDE



102012.５月号紙ごみ減量標語応募作品 「もったいない　いらない紙は　リサイクル」上お　しの（高島）

お
い
で
よ
高
島
・

若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
事
業

あ
こ
が
れ
の
「
び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し
ま
」
ぐ
ら
し
を
応
援
し
ま
す

③

11 時～　オープニングセレモニー
11 時 30 分～　プレス向け商品製品紹介セミナー
14 時～　ファッションショー公開リハーサル

奥琵琶湖マキノグランドパークホテル

《主　催》　びわ湖たかしまコレクション実行委員会　　
　 ㈶高島地域地場産業振興センター　 （25）5500

●５月 25 日の各イベント・・・
　整理券なしで観覧していただけます。
　（ただし原則立ち見）
●５月 26 日の３つのファッションショー・・・
　入場いただける人数に限りがあるため、各回１
時間前に会場で整理券をお配りします。（総入れ
替え制。小学生以下は、保護者同伴）
　整理券のない方は入場いただけませんが、ロ
ビーに設置する大型モニターでライブ映像をご覧
いただくほか、各回終了後にモデルがロビー（晴
天の場合は湖岸も）を歩きますので、ショーの雰
囲気を味わっていただけます。
●観覧料　いずれも無料

　
若
者
の
移
住
を
促
進
し
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
40
歳
未
満
の
若
者
で

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
て
市
内
に
転
入

す
る
方
の
住
宅
取
得
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。

　
新
規
転
入
を
は
じ
め
、
市
内
へ
の
Ｕ

タ
ー
ン
を
お
考
え
の
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、詳
細
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。

着
工
前
に
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
も
対
象
で
す
。

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）８
５
２
６

▼
対
象
者

・
申
請
時
に
40
歳
未
満
（
共
有
の
場
合

は
全
員
）
の
方

・
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
当
該
住

宅
地
に
住
民
登
録
を
し
た
方
で
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
の
間
に
高
島
市
に
住
所
が
な

い
方

・
当
該
地
に
７
年
以
上
定
住
す
る
こ
と

が
確
実
な
方

▼
対
象
住
宅

　
《
新　
築
》

　
《
中　
古
》

・
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
確
認
申

請
を
行
い
、
市
内
に
営
業
所
が
あ
る

事
業
者
（
個
人
事
業
主
も
可
）
と
契

約
し
て
建
築
さ
れ
た
、
注
文
住
宅
ま

た
は
建
売
住
宅

・
床
面
積
が
１
０
０
㎡
以
上
で
、
建
物

部
分
の
契
約
金
額
が
１
，
５
０
０
万

円
以
上

・
中
古
住
宅
（
平
成
24
年
３
月
31
日
以

前
に
確
認
申
請
を
行
っ
た
建
売
住
宅

を
含
む
）

・
床
面
積
が
１
０
０
㎡
以
上
で
、
建
物

部
分
の
契
約
金
額
が
５
０
０
万
円
以

上
・
個
人
間
の
売
買
の
場
合
、
３
親
等
以

内
の
親
族
か
ら
の
取
得
は
対
象
外

中 古 住 宅

１００万円

支援！

新 築 住 宅

２００万円

支援！

スタート！

新たに３団体と
災害時応援協定を締結

防
災
課　

　

（
２
５
）８
１
３
３

　３月 26 日（月）、滋賀県石油商業組合高島支部、
高島市漁業振興連絡会、公益社団法人隊友会滋賀
県隊友会高島支部の３団体と災害時の応急対策に
関する協定等を締結しました。

　
協
定
で
は
、
市
内
に
地
震
や
風
水

害
、
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合○
応
急
復
旧
対
策
や
物
資
輸
送
に　

　
必
要
な
燃
料
の
供
給

○
漁
船
に
よ
る
物
資
輸
送

○
応
急
対
策
へ
の
人
的
支
援

　
に
つ
い
て
、
市
の
協
力
要
請
に
応

じ
応
援
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
島
市
漁
業
振
興
連
絡
会

と
は
、
水
難
事
故
発
生
時
の
捜
索
活

動
に
つ
い
て
の
協
定
も
あ
わ
せ
て
締

結
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
他
の
自
治
体
や
民
間
業

者
、
団
体
と
の
災
害
時
の
応
援
協
定

を
締
結
し
、
災
害
時
に
お
け
る
人
的・

物
的
支
援
に
つ
い
て
の
協
力
体
制
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

びわ湖たかしまコレクション
びコ遊 コロ統伝 

（前：奥琵琶湖マキノプリンスホテル）５月 25 日㊎

11 時～ 11 時 30 分

５月 26 日㊏

16 時～ 16 時 30 分

　「デコテコンテスト」ファッションショー
　写真による１次審査を通過した 20 作品をプロ
モデルが着用してファッションショー形式で２次
審査を行います。ご来場のお客様にも投票してい
ただきます。

13 時～ 13 時 30 分
　高島ちぢみ新製品新素材を活用した
　ファッションショー

　高島織物工業協同組合・高島晒協業組合の開発
した新素材、新製品をたっぷりご覧いただきます。

15 時～ 15 時 30 分
　地元工芸作家作品のファッションショー
　これが高島ちぢみ！？目からウロコな作品をお
楽しみください。

　「デコテコンテスト」結果発表
　　　　＆クロージングイベント

日　時　＆　内　容 会　場

開催！

観  覧  方  法

①

②

11 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「もったいない　使えるその紙　捨てちゃうの」上門　鮎美（安曇川）

プロモデルによる
本格的な
ファッションショーです。

　高島市は、ステテコの素材である綿クレープの製造が全国シェア８割を
占める全国有数の産地です。「高島ちぢみ」は今年、地域団体商標にも登
録されました。
　クールビズ、節電ビズが叫ばれる季節を前に、この良質な「高島ちぢみ」
のＰＲとブランド化を促進し販路を拡充するとともに、「びわ湖源流の郷
たかしま」の名を全国にアピールするため、「びわ湖たかしまコレクション」

（ファッションショーを主としたイベント）を開催します。また、ファッショ
ンショーのアイテムに近江扇子を使い全国シェア９割を誇る扇骨をＰＲし
ます。

高
島
な
ら
で
は
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

で
す
。

皆
さ
ん
見
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
。

※当日は大変混雑することが予想されます。駐車場には
限りがありますので、ＪＲマキノ駅から無料シャトルバ
スを運行します。できる限りシャトルバスをご利用くだ
さい。（運行時間は開催中随時）

展示 実演 特産品の販売

もあります！

WIDE



122012.５月号紙ごみ減量標語応募作品13 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　ごみ減量の　第一歩」日置　航一（安曇川） 「らくがきちょう　うらもおもても　まっ黒け！」安井　怜奈（高島）

読
書
っ
て
い
い
な
♪

　
市
消
防
本
部
で
は
、
配
備
か
ら
20
年

が
経
過
し
た
救
助
工
作
車
を
、
防
衛
省

の
補
助
を
受
け
、
最
新
の
資
器
材
を
装

備
し
た
救
助
工
作
車
に
更
新
し
、
４
月

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
火
災
や
事
故
発
生
時
に
は
、
更
新
し

た
救
助
工
作
車
を
活
用
し
、
迅
速
・
的

確
な
救
助
活
動
を
行
い
、
市
民
の
安
全・

安
心
を
守
り
ま
す
。

最
新
の
救
助
工
作
車
へ
更
新
！

　
 　

 
救
助
活
動
が
よ
り
迅
速
に

警
防
課　

（
２
２
）５
４
０
２

　
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
し
て
、

全
国一斉
に
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所

【高島市の人権擁護委員】
氏　　名 住　　所 電　　話

川原林　史子 マキノ町西浜 （28）0475

中川　泰夫 マキノ町知内 （27）0023

澤田　愛子 今津町下弘部 （22）0731

洲崎　富士夫 今津町浜分 （22）3359

奈良　羊子 今津町住吉 （22）3370

石田　八重子 朽木市場 （38）2420

久保　忠雄 朽木大野 （38）2308

奥谷　喜美子 安曇川町田中 （32）1022

川越 　清司 安曇川町下小川 （32）1091

德村　明美 安曇川町下古賀 （33）0516

釋迦　裕史 鹿ヶ瀬 （37）0219

萬木　由利子 勝野 （36）0539

日花　滋子 新旭町藁園 （25）2527

（敬称略）

人
権
施
策
課　

（
２
５
）８
５
２
４

● 

日　
時　
６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

● 

場　
所　

　
　
市
役
所
本
庁
、
マ
キ
ノ
支
所
、

　
　
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

　
　
朽
木
支
所
、
安
曇
川
ふ
れ
あ

　
　
い
セ
ン
タ
ー
、
高
島
支
所

相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
は
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に

務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
の
人

権
相
談
所
や
市
内
で
毎
月
開
催
し
て
い

る
特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
、
人
権

擁
護
委
員
の
自
宅
で
、
皆
さ
ん
の
悩
み

や
心
配
事
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
一
番
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宝くじの収益が
コミュニティ活動に役立てられています

　（財）自治総合センターの平成 23 年度コミュニティ助成金を受けて、西万木区（安曇川）、
宮前坊区（朽木）、三田区（安曇川）ではコミュニティ備品を整備されました。
　この事業はコミュニティの健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報活動を行うもの
で、コミュニティ活動に必要な施設または設備の整備に関する事業に助成されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問市民活動支援課　 （25）8526

●西万木区（御輿の修繕） ●宮前坊区（御輿の修繕） ●三田区（御和鞍馬具の整備）

●
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

　
今
日
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の

普
及
や
子
ど
も
の
生
活
環
境
の
変

化
、
さ
ら
に
は
、
幼
児
期
か
ら
の
読

書
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
「
読

書
離
れ
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、「
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
た
ち

が
あ
ら
ゆ
る
機
会
・
場
所
に
お
い

て
、
自
主
的
に
読
書
活
動
を
で
き
る

よ
う
、市
内
図
書
館
、各
小
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
行
政
、
民
間
団

体
等
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
一
層

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

●
読
書
活
動
の
重
要
性

　
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を

学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高

め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
人
生
を
よ
り
深
く
、

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
幼
少
期
に
家
族
か
ら
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど

も
は
無
償
の
愛
情
を
感
じ
、
安
心
感

に
包
ま
れ
ま
す
。
そ
の
体
験
を
通
し

て
、『
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る
』、『
自

分
は
か
け
が
え
の
な
い
存
在
』
で
あ

る
こ
と
を
学
び
、
自
尊
感
情
が
育
ま

れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
せ
に
生
き

る
力
が
備
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、学
齢
期
の
読
書
活
動
で
は
、

「
苦
難
を
乗
り
越
え
、
困
難
の
先
に

希
望
を
見
い
出
し
た
」
な
ど
、
物
語

を
通
し
て
得
た
達
成
感
が
、
心
の
深

く
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
青

少
年
期
か
ら
大
人
に
か
け
て
、
困
難

を
乗
り
越
え
る
力
、
生
き
る
力
と

な
っ
て
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

４
月
23
日
～
５
月
12
日
は
、「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　
家
族
で
、
本
の
森
（
図
書
館
）
を

探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
家
庭
で
も
、
親
子
で
絵
本
を
楽
し

ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
の
森 　
　
を

探 

検 

し
て
み
ま
せ
ん
か

（
図
書
館
）

社
会
教
育
課　

（
３
２
）４
４
５
７

新しい救助工作車の両側面のデザインは
　① SHIGA の S
　② TAKASHIMA の T
　③ 稲妻
　④ びわ湖源流の流れ
の４つのイメージを表しています。

WIDE



142012.５月号紙ごみ減量標語応募作品15 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　しっかりわけて　すてようね」大辻　愛奈（高島） 「リサイクル　ごみのポイすてと　くべつしよう」金谷　ゆら（マキノ）

　
最
近
、
全
国
各
地
で
自
転
車
の
交
通
事
故

が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も

自
転
車
を
運
転
し
て
い
た
大
学
生
（
当
時
）

が
信
号
を
無
視
し
て
、
交
差
点
へ
進
入
し
、

横
断
し
て
い
た
女
性
を
は
ね
て
死
亡
さ
せ
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
自
転
車
は
誰
も
が
気
軽
に
乗
る
こ
と
が
で

き
る
一
方
で
、
交
通
事
故
の
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
り
や
す
い
乗
り
物
で
す
。
誰
も

が
快
適
に
道
路
を
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
自

転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は
、
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

自転車の走行は車道が原則！  道路の左側を走行しましょう

　自転車は軽車両であることから、飲酒運転の禁止や
安全運転の義務があります。

　自転車事故であっても、加害者となった
場合は、自動車と同様に、被害者に対して
責任を負わなければなりません。
　最近では、賠償限度額１億円の自転車賠
償保険も販売されていることから、万が一
に備え、加入しておくと安心です。

 “セーフティーたかしま”交通安全推進協議会（事務局   交通対策課）　 （22）0058

　
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
皆
さ
ん

は
ご
存
じ
で
す
か
？

　
損
害
賠
償
な
ど
に
つ
い
て
お
互
い
の

主
張
が
食
い
違
っ
て
い
た
り
、
無
理
な

要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
り
・
・
・

　
そ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の
方
の
た
め

に
、
滋
賀
県
で
は
無
料
の
交
通
事
故
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員

が
親
切
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
で
困
っ
た
と
き
は

交
通
事
故
相
談
所
へ

　
　
滋
賀
県
立
交
通
事
故
相
談
所 

　
　
大
津
本
所

★
巡
回
相
談
や
文
書
に
よ
る
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　法律で自転車は車両に分
類され、原則、道路の左側
に沿って走らなければなり
ません。

１
・「普通自転車の歩道通行可」の標識や道路標示があるとき
・13 歳未満の子どもや 70 歳以上の高齢者、身体障がい者の方が

運転するとき
・道路工事や駐車車両などのために車道の左側通行ができないとき

自転車のルールと罰則２
（５年以下の懲役または
１００万円以下の罰金）

自転車事故の損害賠償３ ・女子高校生が、夜間に携帯電話を使用しながら
無灯火で自転車を運転し、歩行者に追突した事故
では、被害者は手足のしびれが残り歩行困難とな
り、加害者に約５, ０００万円の損害賠償が命じ
られています。

・中学生が、夜間に無灯火の自転車で走行中に歩
行者と衝突した事故では、被害者に後遺障がいが
残り、加害者に３, ０００万円以上の損害賠償が
命じられています。

支
払
能
力
の
な
い
学
生

で
も
、
多
額
の
損
害
賠

償
を
命
じ
ら
れ
る
事
例

が
増
加
！

■酒気帯び運転の禁止

　早朝や夕方、夜間は、ライトの点
灯のほか、反射材や目立つ色の服装
を身につけることで、ドライバーか
ら見落とされないようにしましょ
う。（５万円以下の罰金）

■安全運転の義務
　道路等の状況に応じて、
他人に危害を加えないよう
な速度と方法で運転しなけ
ればなりません。

（３か月以下の懲役または
５万円以下の罰金）

■ブレーキ不良の自転車の運転禁止
　最近、ニュースなどでとりあげられるピスト車（ブレーキのついていない自転車）や前
後輪にしっかりと整備されたブレーキがついていないものは、公道で走ることができませ
ん。（５万円以下の罰金）

■夜間のライト点灯義務
・二人乗り（２万円以下の罰金または科料）
・傘さし運転（５万円以下の罰金）
・イヤホンやヘッドホンで音楽を聴きながらの
　運転、携帯電話を使用しながらの運転
　（５万円以下の罰金）
など

■その他

●歩道を走行できる場合（走行する場合も歩行者優先で安全運転してください）

し
っ
か
り
守
ろ
う

交
通
対
策
課
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面
接
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・
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談
：
月
～
金
》

　
▼
相
談
時
間　
９
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

は
休
み
で
す
。

自
転
車
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

事…例

例
外
は
こ
の

と
き
だ
け
！

　エコで身近な移動手段として、また健康増進を図るうえでも、自転車の利用が注目されています。
　楽しく自転車に乗るためにも、しっかりとルールとマナーを守るようにしましょう。

　
平
成
23
年
度
３
月
補
正
予
算
が
３
月

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
た
に
補
助

事
業
の
採
択
を
受
け
た
事
業
を
追
加
計

上
し
た
ほ
か
、
各
事
業
の
精
算
見
込
み

に
よ
り
、不
用
と
な
る
予
算
を
減
額
し
、

今
後
の
安
定
し
た
財
政
運
営
に
向
け
、

財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し
額
の
減
額
と

減
債
基
金
へ
の
基
金
積
立
を
行
う
も
の

で
す
。

　

概
要
と
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で

す
。財

政
課　

（
２
５
）８
１
１
１

※１万円以下は切り捨てしているため合計が一致しません。

区　　分 補　正　額
市　税 ３, ３１０万円
県税交付金 ▲８０１万円
国有提供施設等所在
市町村助成交付金 ３，４７８万円

地方交付税 １億１，５００万円
交通安全対策
特別交付金 ▲７３万円

分担金・負担金 ５１１万円
使用料・手数料 ▲５４９万円
国庫支出金 ▲７３１万円
県支出金 ▲５, ６１６万円
財産収入 ▲１，２１９万円
寄付金 ４４０万円
繰入金 ▲１億１，６１４万円
諸収入 ４, ００５万円
市　債 ８，３６０万円

計 １億１, ０００万円

　一般会計歳入予算の主な内訳

区　　分 補正前の額 補 　正　 額 補正後の額

一般会計 ２８５億８,０００万円 １億１,０００万円 ２８６億９,０００万円

特別会計 １３４億３，５００万円 ▲１２０万円 １３４億３，３８０万円

事業会計 １０９億４,７６１万円 ▲８，００９万円 １０８億６,７５２万円

予算総計 ５２９億６,２６１万円 ２,８７０万円 ５２９億９,１３２万円

　歳入歳出補正予算

今津東小学校
大規模改造事業

農業体質強化基盤整
備促進事業補助金 減債基金積立金

１億４，１７０万円 ６７５万円 ２億８，７２０万円

　屋上防水工事や外壁改
造工事をはじめ、機械電
気設備の改修など大規模
な改造工事を実施。

　今津町三谷土地改良区の
排水路改修と今津南部土
地改良区の用水路改修が
補助事業の採択を受けた
ことによる追加計上。

　懸案である市債残高の削
減に向けて、計画的に繰
上償還が実施できるよう
積立を実施。

　 主な事業

３月補正予算の概要

WIDE



紙ごみ減量標語応募作品17 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　つかえるものは　つかおうね」林　まなか（高島）

　一般財団法人伝統的
工芸品産業振興協会が
主催する「平成 23 年
度伝統的工芸品産業大
賞」において、新旭町
の多胡裕之さんが、高
島扇骨（滋賀県知事指
定伝統的工芸品）で「作
り手大賞」を受賞され
ました。
　多胡さんは、６年前
に地元の若手職人４人
で「SEN-KOTSU 工
房」を設立。これまで
にない商品を作り上
げ、各種見本市や百貨
店へ出展するなど、扇
骨製品の PR や販路拡
大に努められた功績が
評価されたものです。

（商工振興課）

　３月 27 日（火）から 30 日（金）まで東京辰巳国際水泳場
で開催された第 34 回全国ＪＯＣジュニアオリンピック春季水
泳競技大会に、参加標準記録を突破した次の５人が出場されま
した。女子 50 ｍ平泳ぎ 13 ～ 14 歳の部に出場した京谷真琴
さん（京都文教中１年：今津町在住）が、全国第３位の好成績
を収められました。（市民スポーツ課）

　２月 26 日（日）、市消防本部で開催された上級救命講習会に、市消防団
員 26 人が受講しました。
　講習では、止血等の応急手当やＣＰＲ（心肺蘇生法）、ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の使用方法の説明を受けた後、実際に人形を使った実技講習が
行われました。
　昨年の東日本大震災以降、各地で地震が頻発しており、本市を縦断する琵
琶湖西岸断層帯による地震や東南海・南海地震が危惧される中、受講者全員、

「自分たちのまちは自分たちで守る」という崇高な精神のもと、真剣なまな
ざしで講習に取り組んでおられました。（消防総務課）

記念切手展示会

　第７回高島市民体育大会スキー競技会が３月３日（土）
に箱館山スキー場で開催され、熱戦が繰り広げられまし
た。結果は次のとおりです。（市民スポーツ課）

市民体育大会スキー競技会結果

　３月 17 日（土）、18（日）の２日間、
市内の郵便局主催による記念切手の展示
会が、今津サンブリッジホテルロビーで
開催されました。 
　ロビーには、通常ではなかなか目にす
ることのできない貴重な切手と説明書が
展示され、訪れる方々を惹きつけていま
した。 この展示会は、活字ばなれが問
題視される現代において、切手文化を
もっと知っていただき「手紙の良さ」を
再認識していただこうという主旨で、開
催されました。（企画広報課）

▼スノーボード
　【一　般】
　＜男　子＞
　　第１位　池田　建（高島）
　
▼ジャイアントスラローム
　【小学生】
　＜女子１組（５・６年生）＞
　　第１位　河原田　百花（今津）
　　第２位　安井　友梨（マキノ）
　　第３位　金丸　瞳（今津）

　＜女子２組（３・４年生）＞
　　第１位　岸田　真弥（今津）
　　第２位　安武　七海（今津）

　＜女子３組（１・２年生）＞
　　第１位　寺井　夏生（マキノ）
　　第２位　大森　寧（今津）
　　第３位　赤松　沙羅（今津）

　＜男子１組（５・６年生）＞
　　第１位　村上　和馬（今津）
　　第２位　濱田　健渡（今津）
　　第３位　山室　誠（今津）

　＜男子２組（３・４年生）＞
　　第１位　西尾　快（今津）
　　第２位　寺井　恵真（マキノ）
　　第３位　村田　勇人（今津）

　＜男子３組（１・２年生）＞
　　第１位　岸田　侑己（今津）
　　第２位　古谷　ネモ（今津）
　　第３位　古谷　悠翔（今津）

　【中学生】
　＜男子＞
　　第１位　古谷　俊也（今津）
　　第２位　金丸　一也（今津）
　　第３位　吉里　伊織（今津）
　
　【一　般】
　＜女子１組（45 歳以上）＞
　　第１位　河原　淳子（今津）

　＜女子４組（25 歳未満）＞
　　第１位　石井　沙弥（今津）

　＜男子１組（60 歳以上）＞
　　第１位　谷口　宏滋（今津）
　　第２位　坂本　尊夫（今津）
　　第３位　夏梅　正幸（今津）

　＜男子２組（55 歳以上）＞
　　第１位　森脇　博（今津）

　＜男子３組（45 歳以上）＞
　　第１位　吉本　剛（安曇川）
　　第２位　久保井　長幸（マキノ）
　　第３位　小野　久（今津）

　＜男子４組（40 歳以上）＞
　　第１位　川島　克也（安曇川）

　＜男子６組（30 歳以上）＞
　　第１位　古谷　賢志（今津）
　　第２位　寺井　成晃（マキノ）

　＜男子８組（25 歳未満）＞
　　第１位　梅本　匠（朽木）

▼フリー走法
　【小学生】
　＜女子２組（３・４年生）＞
　　第１位　太田　舞（今津）

　＜女子１組（５・６年生）＞
　　第１位　太田　小雪（今津）

　＜男子３組（１・２年生）＞
　　第１位　太田　多聞（今津）

　＜男子２組（３・４年生）＞
　　第１位　一井　倫太朗（新旭）

　＜男子１組（５・６年生）＞
　　第１位　一井　健之介（新旭）

　【中学生】
　＜女子＞
　　第１位　中原　さくら（安曇川）
　　第２位　澤村　真央（安曇川）
　　第３位　齊藤　彩佳（安曇川）

　＜男子＞
　　第１位　白井　優希（安曇川）
　　第２位　川添　誠也（マキノ）
　　第３位　谷　健太郎（安曇川）

　＜リレー女子＞
　　第１位　安曇川中学校
　　第２位　今津中学校

　＜リレー男子＞
　　第１位　安曇川中学校
　　第２位　マキノ中学校
　　第３位　今津中学校

　【一　般】
　＜男子１組（60 歳以上）＞
　　第１位　多胡　重孝（安曇川）

アルペンの部

クロスカントリーの部

消防団員、上級救命講習を受講し、
災害に備える

京谷さん、競泳Ｊｒ.オリンピック
で全国第     位 !!

《出場選手》（敬称略）
京谷　真琴（京都文教中１年）
中村　智也（安曇川中１年）
中村　海渡（高島中２年）
大塚　陽平（高島中２年）
加藤　鴻佑（高島中２年）

貴重な切手がズラリ

（敬称略）

（敬称略）

３

　３月 21 日（水）から 27 日（火）まで福岡
県博多の森テニス競技場で開催された第 34 回
全国選抜高校テニス大会に小野明日香さん（仁
愛女子高校１年：今津中出身）が女子団体の部
で出場され、栄えある全国優勝に貢献されまし
た。（市民スポーツ課）

多胡裕之さんが伝統的工芸品
産業大賞受賞！

↓小野さんは、決勝にダブルスで出場。勝利を収められました。

Town Topics
まちの話題 タウントピックス

162012.５月号「リサイクル　地きゅうのためにも　がんばろう」たけだみつひろ（マキノ）

小野さん、全国舞台で快挙なす！　
全国選抜高校テニス大会で優勝！！
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　「紙ごみ分別」に、積極的に取り組んでいただける団体
を募集しています。現在取り組み中の団体（または取り
組みを検討している団体）の方は、ぜひご参加ください。
　詳しくは、各支所および公民館等に設置していますチラ
シをご覧いただくか、ごみ減量推進室（ ２５－８１２３）へ
お問い合わせください。皆さんからのご応募お待ちして
います。

525トン減量！みんなで

『紙ごみ減量』
チャレンジ団体募集中！
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ご
協
力
を
い
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だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　２年目は、さらに１，０００トン追加し、平成 21
年度と比べ２，１２５トンの削減が目標となります。
今後も皆さんのご協力をよろしくお願いします。

平
成
23
年
度
ご
み
減
量
大
作
戦  

結
果
発
表

平成 23年度削減量

（平成 23年４月～平成 24年３月）

１人１日あたり
１３ｇ減量

５２５，８００ｋｇ

１世帯１か月あたり
２，７３０ｇ減量

ごみ袋の量で年間
１０５，１６０袋削減

CO₂ 排出量で年間
４４１，６７２kg/CO₂ 削減

の
ご
協
力
に
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り
、

た
く
さ
ん
の
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る
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が
で

き
ま
し
た
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市
民
の
皆
さ
ん

　弁護士による借金問題の相談会を年８回開催
します。弁護士が面談により相談をお受けし、
問題解決のための助言を行います。

借金問題、解決しましょう

○借金返済のための新たな借
金は解決にはなりません。
○法律の専門家に依頼すれば
取立ては止まります。
○過払い金があれば返金され
る可能性があります。

『弁護士による借金問題相談会』
日時　５月 17日（木）
　　　　13時 30分～ 16時 30分
場所　今津東コミュニティセンター
定員　３人（申込順）
　　　相談時間１人１時間（無料）
　　　　※事前に予約が必要です。
生活相談課　 （25）8125

□お金を借りては返す自転車操業に陥っている
□クレジットカードや消費者金融への返済が終わ
らない

□借金の返済に追われ公共料金や税金を滞納して
いる

□住宅ローンが払えない
□親の借金を子供に相続させたくない
□借金を何とかしたいが方法がわからない
□その他の借金問題で悩んでいる

ひとつでも当てはまれば、この
機会にぜひご相談ください。

アドバイス

　４月 14日、皆様待望の新病
院「高島市民病院」の竣工式が
行われました。
　湖西地域の中核病院、また、
地震に強い免震構造を取り入れ
た災害拠点病院として、新しい
本棟で、連休明けの５月７日か
ら外来診療を開始いたします。
　平成 24年度には、南病棟を
改装し、健診センターを新設す
るとともに、外構部分を駐車場
やヘリポートを備えた災害拠点
施設として整備し、来春のグラ
ンドオープンを目指します。
　そして、今後も医師、看護師

の確保に努め、更なる医療技術
の向上と医療サービスの充実を
図るとともに、新病院の開院を
契機に、地域医療機関や保健、
福祉施設との連携をなお一層深
め、市民皆様が生涯を健康で安
心して暮らせる地域づくりに取
り組んでまいります。

新病院、いよいよ開院。健康で安心して
暮らせる地域づくりを目指します！

　 ごみ減量推進室　 （25）8123

★この事業は全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。



202012.５月号紙ごみ減量標語応募作品21 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　みんなできれい　高島市」藤村　太郎（朽木） 「リサイクル　みどりがふえて　ゴミもへる」中村　涼香（安曇川）

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課　 (32)1132までお気軽にお問い合わせください。

を しない・
させない・見逃さない

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
連
携
、
協
働
し
て
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
す
べ
て
の
市
民
が

夢
や
希
望
、
目
標
を
持
ち
、
主
体
的
に

行
動
で
き
る
力
を
育
む
「
志
の
教
育
」

を
推
進
す
る
た
め
、
教
育
行
政
基
本
方

針
を
毎
年
度
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
次
の
内
容
に
つ
い

て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

◎
学
校
教
育
の
充
実

・
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

・
確
か
な
学
力
の
向
上

・
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

◎
社
会
教
育
の
推
進

・
現
代
的
課
題
に
対
応
で
き
る
学
習
機

会
の
提
供

・
母
親
、
父
親
が
共
に
家
庭
教
育
に
参

画
す
る
取
り
組
み

◎
青
少
年
教
育
の
推
進

・
体
験
活
動
や
文
化
活
動
の
推
進

・
困
難
を
持
つ
子
ど
も
、
若
者
お
よ
び

そ
の
家
族
へ
の
支
援

◎
文
化
財
の
継
承
、
活
用

・
文
化
財
の
適
正
な
保
存
と
活
用

・
重
要
文
化
的
景
観
地
区
の
整
備
計
画

の
検
討

第
３
回
定
例
会
報
告

３
月
23
日
開
催

　
議　
案

・
高
島
市
体
育
指
導
委
員
に
関
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

・
高
島
市
教
育
委
員
会
後
援
等
の
承

認
お
よ
び
賞
状
交
付
取
扱
要
綱
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示
案

・
高
島
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校

歯
科
医
お
よ
び
学
校
薬
剤
師
の
委

嘱
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
　
社
会
教
育
委
員

　
　
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　
少
年
補
導
委
員

◎
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
制
の
整
備

◎
教
育
の
環
境
整
備

・
老
朽
化
し
た
教
育
施
設
の
改
修

・
学
校
給
食
の
充
実

事
務
事
業
を
点
検
評
価

　
教
育
委
員
会
で
は
、
事
業
の
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
改
善
に
向
け
て
の
取
り

組
み
や
今
後
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
教
育
に
関
す
る
事
務
事
業
を

点
検
評
価
し
ま
し
た
。

点
検
評
価
の
対
象

平
成
23
年
度
に
取
り
組
ん
だ
教
育
委

員
会
の
事
務
事
業
の
う
ち
、
改
善
が

必
要
と
判
断
し
た
事
業
と
新
規
事
業

点
検
評
価
の
内
容

・
事
業
内
容
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
再

評
価
し
た
も
の　

  　

････

46
事
業

・
新
規
事
業
と
し
て
評
価
し
た
も
の

････

４
事
業

　　
点
検
評
価
結
果
報
告
書
は
、
教
育
総

務
課
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

・
平
成
24
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基

本
方
針
案

・
平
成
23
年
度
教
育
に
関
す
る
事
務

の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検

及
び
評
価
結
果
報
告
書
案

・
高
島
市
い
じ
め
対
策
指
針
案

　
主
な
協
議
、
報
告
事
項

・
平
成
24
年
３
月
高
島
市
議
会
定
例

会
の
一
般
質
問
概
要
報
告
に
つ
い

て
・
高
島
市
立
公
民
館
等
の
組
織
体
制

に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
定
期
監
査
の
結
果
に

つ
い
て

・
い
じ
め
事
件
に
か
か
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

「
志
の
教
育
」を
推
進

平
成
24
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基
本
方
針

　
教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
対
策
に

向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め

た
「
高
島
市
い
じ
め
対
策
指
針
」
を
、

平
成
24
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
に
携
わ
る
関
係
者
が
改
め
て

い
じ
め
問
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
い

じ
め
根
絶
に
向
け
て
徹
底
し
て
取
り
組

む
た
め
、
教
育
委
員
会
と
小
中
学
校
が

す
る
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
指
針
を
も
と
に
、
家
庭
、
地
域

と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育
ち
を
目
指
し
ま
す
。

～高島市いじめ対策指針を策定～

④

子
育
て
支
援
課

　

（
２
５
）
８
１
３
６

　子どもが、心身ともに健や
かに生まれ育つことは、市民
すべての願いです。
　未来を担う子どもたちが、
家庭や地域において、豊かな
愛情に包まれてのびのびと育
つことのできる環境づくりに
取り組みましょう。

５月は
児童福祉月間です 　県内の母と子が集まり、母子で一緒に走ったり競技をし

たりと、たっぷり子どもさんとふれ合っていただけます。
きっと思い出に残る楽しい一日を過ごしていただけると思
います！　お電話をお待ちしています♪

おかあさんありがとうのつどい
＆母と子のスポーツ大会 参加者募集 !!

　 ・ 子育て支援課　 （25）8136

○日　時　６月 24 日（日）10 時～ 15 時
○場　所　栗東市民会館（栗東市川辺３９０－１）
○内　容　『おかあさんありがとうのつどい』
　　　　　　おかあさんへのメッセージ、親子で楽しく３Ｂ体操
　　　　　『母と子のスポーツ大会』
　　　　　　デカパン競争、玉入れ、ボール運びほか
　　　※いずれの競技も参加者全員に景品を用意しています
○対　象　母子家庭世帯の方
○参加費　無料
○持ち物　お茶、おやつ、体育館シューズ（お弁当はあります）
○申込期限　５月 31 日（木）
○申込方法　子育て支援課まで電話でお申し込みください。
　☆のぞみ会会員の方は直接のぞみ会へお申し込みください
　☆当日はバスを用意します

▼
支
給
額

・ 

３
歳
未
満
・
・
・

　
　
　
　
　
一
律 

１
５
，
０
０
０
円

・ 

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
・
・
・

 （
第
１
子
・
２
子
） 

１
０
，
０
０
０
円

 （
第
３
子
以
降
）  

１
５
，
０
０
０
円

・
中
学
生
・
・
・

　
　
　
　
　
一
律 

１
０
，
０
０
０
円

・
所
得
制
限
世
帯
・
・
・　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
律 

５
，
０
０
０
円

※
６
月
以
降
、
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ

　
ま
す
。

「
子
ど
も
手
当
」
は
、

「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
児
童
手
当
法
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

「
子
ど
も
手
当
制
度
」
は
、「
児
童
手
当

制
度
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
３
月
31
日
時
点
で
、
子
ど

も
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
っ
た
方
は
、

自
動
的
に
認
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続

き
は
不
要
で
す
。

　
な
お
、
受
給
者
の
方
に
は
、
毎
年
６

月
に
お
子
さ
ん
の
養
育
状
況
な
ど
の
受

給
要
件
を
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て
は
、
５
月
下
旬
に
ご
案

内
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象

　
　
０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で
の
子

　
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

▼
支
給
月

　
　
２
月
、
６
月
、
10
月

扶養親族等
の数

所得制限限
度額

０人 ６２２万円

１人 ６６０万円

２人 ６９８万円

３人 ７３６万円

４人 ７７４万円

５人 ８１２万円

所得制限限度額表
・
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
分
は
前
々
年
）

の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
表
の
額
未

満
の
場
合
に
、手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

・
父
母
と
も
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
高

い
方
の
所
得
で
判
定
し
ま
す
。



222012.５月号紙ごみ減量標語応募作品23 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　みんなのために　もやさない」かねむらはると（マキノ） 「リサイクル　みんなでやれば　ごみはへる」松井　心（高島）

環境放射線   測定結果

　市役所と各支所の前は、平日毎日測定して
います。測定地点は、ほかに 24 か所あり、
毎月第１・第３水曜日の２回測定しています。
　その他の測定地点の測定結果は、ホーム
ページをご覧ください。

原子力防災対策室　 （25）8133

《日常生活と放射線》
　●一人あたりの自然放射線量 ( 日本）
　　０．１７１μＳｖ／ｈ　※世界平均０．２７μＳｖ／ｈ
　　年間平均値から８，７６０（24 時間×３６５日）
　　で割り戻した値です。

３月平均値（平日測定）

火災・救急・救助 件数

（注）【救急】その他
　　　　＝火災＋労働災害＋運動競技＋
　　　　　加害＋自損事故＋転院搬送等
　　 【救助】その他
　　　　＝自然災害＋機械事故＋
　　　　　建物事故＋ガス事故＋爆発等

　 消防総務課　 （22）5401
交通事故 発生状況

高島警察署　 （22）0110

マキノ
今　津
朽　木
安曇川
高　島
新　旭

内　容　　　件　数　　　   前年比

発生場所　　件　数

（平成 24 年３月末現在）

μＳｖ／h

μＳｖ／h

μＳｖ／h

μＳｖ／h

μＳｖ／h

μＳｖ／h

　マキノ（マキノ支所前駐車場）
　　　　０．０７０
　今　津（今津支所玄関北側）
　　　　０．０６２
　朽　木（朽木支所前駐車場）
　　　　０．０７０
　安曇川（安曇川支所裏駐車場）
　　　　０．０４７
　高　島（高島支所東駐車場）
　　　　０．０５６
　新　旭（市役所北側玄関前）
　　　　０．０６０

火　災　　　件　数　　１月からの累計
　建物火災　
　車両火災　
　林野火災　
　その他火災　
救　急　　　件　数　　１月からの累計
　交通事故　
　一般負傷　
　急　　病
　そ  の  他
救　助　　　  件　数　　１月からの累計
　火　　災　
　交通事故　
　水難事故　
　そ  の  他　

０ 件
　０ 件

０ 件
０ 件

２ 件
１ 件
０ 件
６ 件

13 件
　23 件
125 件
17 件

０ 件
　０ 件

０ 件
０ 件

52 件
103 件
401 件
57 件

２ 件
６ 件
０ 件
１ 件

３件
２１件
　１件
１３件
　６件
１５件

人身事故
　発生件数
死者数
傷者数

５９ 件
４ 人

７７ 人

＋11 件
　＋ 1 人

＋12 人

　
漫
画
の
内
容
は
全
て
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス=

家
庭
内
暴
力
）
で
よ
く
挙
げ
ら
れ
る

実
例
で
す
。

　
ま
た
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
い
う

恋
人
間
の
束
縛
や
、
み
つ
が
せ
る
行

為
等
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
「
高
島

市
男
女
共
同
参
画
市
民
意
識
調
査
」

に
よ
る
と
、
何
ら
か
の
Ｄ
Ｖ
行
為
を

受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
に
も

相
談
し
な
か
っ
た
人
は
、
女
性
40
．

１
％
・
男
性
52
．
２
％
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
活
動
支
援
課

　
　

（
２
５
）
８
５
２
６

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と

い
っ
た
性
別
役
割
分
担
の
意
識
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
、
共
に
責
任

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

　
今
月
は
男
女
間
に
お
こ
る
Ｄ
Ｖ
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

1６月６日 ( 水 )
　糖尿病の治療
　食事療法について
2７月４日 ( 水 )
　糖尿病と運動
　食品交換表の使い方①
3８月１日 ( 水 )
　糖尿病の薬
　食品交換表の使い方②
4９月５日 ( 水 )
　検査データの見方
　食品計量実習
5 10 月３日 ( 水 )
　食事会（完全予約制）
6 11 月７日 ( 水 )
　糖尿病の合併症①
　献立を立ててみよう
7 12 月５日 ( 水 )
　糖尿病の合併症②
　外食、おせち料理について

男
性
被
害
者
も
増
加
中

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
「
高
島
市
男
女
共
同
参
画
市
民
意
識
調

査
」
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
当
プ
ラ
ン
を
改
訂
し
ま
し
た
。
冊
子
を
本
庁
と
各
支
所

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
改
訂
版
】
高
島
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
！

Ｄ
Ｖ
は
暴
力
だ
け
で
は
な
い

どうか気持ちをためこまずに
相談してください！

全国共通人権相談ダイヤル
☎０５７０（００３）１１０

京都からプロの女性カウンセラー
が来てくれます
◆無料◆秘密厳守◆

女性の悩み相談室
詳細は働く女性の家

予約専用電話 (22)4052 へ

　４月１日付けで常勤医師が就任
しました。
◎高島市病院事業管理者・病院長
 髙山　博史
◎整形外科　医長 槇尾　崇
◎整形外科　医長 三宅　孝弘
◎循環器科　医師 樋元　愛
◎臨床研修医　　　松尾　祥平

就任医師の紹介 男
女
間
に
お
こ
る

Ｄ
Ｖ
っ
て
？

★働く女性の家からお知らせ★

平成 24 年度　糖尿病教室

▼時　間　14 時～ 15 時（予定）
　　　　　※ 10 月３日と３月６日は 12 時～ 13 時
▼場　所　高島市民病院
▼持ち物　糖尿病治療のための食品交換表、筆記用具
　　　　　※食品交換表は、書店で購入してください。
▼その他
　・都合により、内容・日時を変更する場合があります。
　・ご不明な点があれば、内科外来または栄養管理室

（ 36-0220）までお問合せください。

8１月９日 ( 水 )
　糖尿病と歯の衛生
　上手な塩分の減らし方
9２月６日 ( 水 )
　日常生活の注意点
　食事のなんでも相談
�３月６日
　食事会（完全予約制）

【下線なし】
医師、看護師、薬剤師、臨床検
査技師、理学療法士、歯科衛生
士が担当します。

【下線あり】
管理栄養士が担当します。

墨彩画講座　毎月第 2 木曜日に実施しています
和みのヨーガ講座　毎月第 3 木曜日に実施しています
タイ式ヨガ講座　毎月第１・３火曜日に実施しています
初級 PC 教室　や　女性学講座　も開講！！
　→　詳細はお問い合わせください。
　　　働く女性の家　 （２２）５７７５
　　　　　　　　　 http://npo-genki.com/josei/

男女共同参画啓発コーナー

さんかくだより

（平成 24 年３月末現在）



25 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「もえるけど　もやさないでね　紙のゴミ」青井　清太（安曇川）

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
過
去
に
重

い
副
反
応
が
で
た
こ
と
か
ら
、
接
種
を

差
し
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
現
在
で
は
通
常

通
り
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
が
一
斉
に
予
防
接
種
を
受
け
る

と
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
な
ど
の
混
乱
が
予

５月は、全血献血が実施されます。
短時間でできる献血で予約は必要ありま
せん。皆さんのご協力をお願いします。

５月 25 日（金）　今津保健センター
① 10 時～12 時　② 13 時～15 時

今月は、田中神社周辺の継体天皇伝承地
が多く伝えられている「継体天皇伝承地
を歩くコース（約５km）」です。古代ロ
マンに思いを馳せてみませんか。
▼日　　時
　５月 22 日（火）
　９時 30 分～ 11 時 30 分
▼集合場所
　安曇川ふれあいセンター玄関前
▼持ち物等
　防寒具、帽子、手袋、タオル、お茶、
　リュックサック、はきなれた靴、雨具
　（雨が降りそうな時）

５月から健康診査が始まります。年に一度は健診を
受け、健康管理に努めましょう！

〈対　象〉
　30 歳～ 39 歳の職場で健診の受診機会がない方
　40 歳～ 74 歳で高島市国民健康保険の被保険者
　後期高齢者医療制度の被保険者
　30 歳以上の生活保護法による被保護世帯の方

＜参加にあたってのお願い＞
・参加される方は、日頃からご自身の健康

管理をお願いします。
・申し込みは不要です。参加を希望される

方は現地にお集まりください。
・10 人以上の団体で参加される場合は、

事前に連絡をお願いします。
・悪天候の場合、実施の有無は現地に集合

した人で判断をしますので中止の連絡は
行いません。

献血にご協力ください

受けましょう！
年に一度の健康チェック！

健康たかしま
いきいきウォーキング

【平成２４年度の接種対象者】
①３歳▶１期初回接種　　４歳▶１期追加接種

※標準的な接種年齢ですので、対象となる方は医療機
関で接種ください。（予診票は新生児訪問時にお渡
しした「赤ちゃん手帳」にあります）

②小学２年生・小学３年生▶１期初回接種
　（平成 15 年４月２日～平成 17 年４月１日生まれの方）
③小学４年生▶１期追加接種
　（平成 14 年４月２日～平成 15 年４月１日生まれの方）

※上記対象者以外でも、平成７年６月１日～平成
19 年４月１日生まれの方（特例対象者という）で、
１期・２期の接種が済んでいない方は、20 歳未
満の間に接種することができます。（２期接種は
９歳以上の方で、希望する方に限ります。）

  接種に必要な物
　母子健康手帳、予診票（医療機関にあります）
　
◎実施医療機関等はお問い合わせください。
　 健康推進課　 （25）8078

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
接
種
を
お

す
す
め
す
る
対
象
者
を
定
め
、
順
番
に

接
種
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
接
種
対
象
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
該
当
す
る
保
護
者
の
方

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、
日
本

脳
炎
１
期
（
初
回
・
追
加
接
種
）
の
回

数
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
市
内
医

療
機
関
で
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

② ･ ③の方は、市からの接種についてのご案内をご覧
ください。

日
本
脳
炎
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

※詳しくは「たかしま健康
だより」をご覧いただく
か、市のホームページで
ご確認ください。

今津町弘川 204ー1　
（２２）５１０１･･･ 今津保健センター
（２２）０１９３･･･ 地域包括支援センター

安曇川町田中 89　
（３２）４４１３･･･ 安曇川保健センター
（３２）２５２０･･･ 地域包括支援センター

北部健康いきいき応援センター 南部健康いきいき応援センター

　男性介護者の皆さん、日々の介護に悩んだり
疲れたりしていませんか？
　高島市では、介護を一人で頑張らず、仲間と
一緒に学び、情報を共有しながら前向きに介護
を行えるようケアメン（男性介護者）の会を開
催しています。今年度は、介護についての知識
や技術を深めることができるよう様々なテーマ
で定期的に開催します。
　現在介護をされている男性や過去に介護を経
験した男性など、どなたでもご参加ください。

平成24 年度第１回ケアメンの会
▼日　時　５月 16 日（水）　13 時～ 15 時
▼場　所　新旭保健センター（市役所南隣）
▼内　容
　　①『介護保険サービスと成年後見制度について』
　　　　介護をするうえで知っておきたい各種サービ

スについて詳しくお話します。
　　②フリートーク
▼申込方法　５月 15 日（火）までに
　　　　　　各地域包括支援センターまで

　65 歳以上の方が対象のマシンを使った運動
の教室です。４種類のマシンを使って、効果的
に筋肉をつけることができます。今回は、基礎
コースとして行いますのではじめての方でも安
心です。
▼期　間　６月から週１回（月曜日の午後）
　　　　　12 回コース
▼場　所　いきいき元気館
　　　　　（新旭町北畑４５－１）
▼参加費　１回３００円（施設使用料）

　どの講座も、各保健センターへお早めにご相談
ください。内容も地域や会場に合わせて提案させ
ていただきます。

転
ば
ぬ
先
の
杖

　
「
足
腰
が
痛
い
か
ら
体
操

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い・・・」

と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
時

は
、
コ
レ
が
お
す
す
め
。
体

は
適
度
に
動
か
さ
な
い
と
、

硬
く
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
逆
に
田
畑
で
頑
張

り
す
ぎ
て
い
る
方
た
ち
に
も

お
す
す
め
で
す
。
同
じ
姿
勢

で
頑
張
る
こ
と
も
体
が
硬
く

な
る
原
因
で
す
。
少
し
ず
つ

体
を
ほ
ぐ
し
、
し
な
や
か
な

体
を
作
り
ま
す
。

　保健センターでは、年を重ねてきたからこそ、
気を付けていきたい健康づくり・元気づくりにつ
いて出前講座をしています。サロンや高齢者の集
いなど、人が集まる機会があればぜひ呼んでくだ
さい！！

ケアメンの会を開催
します！

あなたの地域へ
出前します
～目指せ！元気の達人～

介護予防カレッジ

元
気
の
源　
栄
養

　
「
食
事
に
は
気
を
付
け
て

い
ま
す
」
と
い
う
方
も
ぜ
ひ

ど
う
ぞ
。
最
近
は
痩
せ
て
い

る
方
だ
け
で
な
く
、
体
重
が

重
く
て
も
実
は
「
栄
養
不
足

だ
っ
た
」
と
い
う
例
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
期
に

気
を
つ
け
た
い
食
べ
方
に
つ

い
て
の
学
習
会
で
す
。

忘
れ
た
く
な
い 

口
元
美
人

　
ど
ん
な
お
し
ゃ
れ
を
し
て

い
て
も
、
口
元
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ

で
は
残
念
で
す
。
口
元
で
人

の
印
象
は
変
わ
り
ま
す
。
入

れ
歯
の
人
も
、
入
れ
歯
で
は

な
い
人
も
、
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ

し
い
お
口
に
つ
い
て
の
学
習

会
で
す
。

６９

242012.５月号紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　わければひかる　かみのごみ」八田咲和花（高島）



262012.５月号紙ごみ減量標語応募作品27 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「もやすより　たばねて出そう　リサイクル」青谷　百花（安曇川） 「自分の町　きれいにしよう　ゴミをゼロ」青木　海（新旭）

ホームページ
■６月掲載分締切　５月 10 日（木）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
…ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

雛
飾
る　

女
系
の
夕ゆ
う
げ餉　

か
し
ま
し
く	

見
つ
け
た
り　

蛇
の
抜
け
殻　

幸
を
呼
ぶ	

新
病
院　

威
風
堂
　々

患
者
待
つ	

体
重
の　

落
し
も
の
に
は　

届
け
な
し	

ほ
お
な
で
る　

春
の
い
ぶ
き
の　

南
風	

ま
わ
り
年　

祝
い
に
も
ろ
た　

箸　

茶
わ
ん	

春
風
は　

心
も
身か
ら
だも　

と
き
ほ
ぐ
す	

弥
生
月　

未
だ
大
雪
迷
路
を　

バ
ス
走
る	

子
は
宝　

車
で
歌
舞
伎　

大
阪
え	

新
転
地　

住
み
馴
れ
た
家　

懐
か
し
き	

雪
が
解
け　

春
の
気
配
を　

満
喫
し	

春
に
な
り　

朝
日
を
浴
び
て　

目
を
覚
ま
す	

春
が
来
た　

も
う
す
ぐ
孫
は　

一
年
生	

冬
日
よ
り　

花
の
蕾
も　

春
よ
来
い	

同
窓
会　

褪あ

せ
た
記
憶
を　

取
り
戻
す	

寄
せ
植
え
の　

花
咲
く
春
や　

赤
白
黄	

五
月
晴
れ　

昨
日
見
た
夢　

も
う
一
度	

空
の
色　

か
わ
り
て
肌
さ
す　

弥
生
か
な	

梅
匂
ふ　

風
に
自
適
の　

歩
を
進
む	

五
月
晴
れ　

緑
誘
わ
れ　

森
林
浴	

春
浅
き　

野
に
苦
行
の　

座
禅
草	

病
み
し
体み

も　

リ
ハ
ビ
リ
を
越
え　

第
一
歩	

我
が
人
生　

笑
っ
て
泣
い
て　

幾い
く
せ
い
そ
う

星
霜	

亡
き
夫つ
ま

に　

見
せ
て
や
り
た
い　

孫
の
笑え
み	

揚
げ
物
で　

味
わ
う
春
の　

ほ
ろ
に
が
さ	

豪
雪
に　

す
こ
っ
ぷ
を
杖
に　

屋
根
見
上
げ	

薄
氷　

さ
け
て
見
上
げ
る　

鳥
の
か
げ	

大
根
を　

煮
ふ
く
め
な
が
ら　

ス
ク
ワ
ッ
ト	

知
ら
ぬ
間
に　

歳
を
重
ね
て　

膝
嗤わ
ら

う	

白
鷺さ

ぎ

の　

微
動
だ
に
せ
ぬ　

杭
の
先	

神
棚
へ　

だ
ん
だ
ん
届
か
ぬ　

背
の
び
し
て	

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　５月 25 日必着（掲載は７月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（50 作品程度）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
） 

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
） 

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
） 

風
林　
み
津
（
安
・
西
万
木
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
） 

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
） 

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
） 

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
） 

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
） 

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
） 

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
） 

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
） 

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
） 

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
） 

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
） 

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
） 

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
） 

斉
藤　
光
江
（
安
・
今
在
家
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
） 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
） 

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

八
田　
信
子
（
高
・
高
島
） 

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
） 

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

上
田　
え
み
（
マ
・
浦
） 

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
） 

山
田　
久
江
（
高
・
勝
野
） 

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
） 

岸
田　
金
子
（
安
・
田
中
） 

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
） 

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■７月号締切　５月 25 日（金）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）

父
母
眠
る　

篠
原
の
里
に
も　

春
の
訪
れ	

陽
が
昇
り　

今
日
１
日
の　

嬉
し
さ
よ	

朝
霧
の　

深
き
湖
岸
が　

幻
想
的	

大
雪
で　

つ
ぶ
れ
た
野
菜　

甘
み
増
す	

梅
一
輪　

い
ま
だ
に
つ
け
ず　

日ひ
あ
し脚
伸
ぶ	

う
ぐ
い
す
の　

春
告
鳥
が　

春
知
ら
す	

公わ
か
さ
ぎ魚
や　

焼
い
て
二
杯
酢　

酒
の
あ
て	

バ
ス
停
の　

や
さ
し
さ
繋
ぐ　

子
ら
の
声	

上
り
簗や
な　

カ
ッ
ト
リ
口ぐ
ち

に　

鮎
お
ど
る	

淡
い
香か

の　

ろ
う
梅
一
輪　

点て
ま
え前
す
る	

ゴ
オ
ー
ン
ゴ
オ
ー
ン　

静し
じ
ま寂
に
ひ
び
く　

入い
り
あ
い相
の
鐘	

肩
を
く
む　

絆
の
深
さ
に　

湧
く
フ
ァ
イ
ト	

子
育
て
の　

苦
労
実
り
て　

孫
入
園	

八
十
八　

ま
だ
現
役
で　

頑
張
ろ
う	

酔
っ
払
い　

互
い
の
仕
草　

笑
い
合
い	

新
緑
の　

松
の
梢こ
ず
えに　

お
ぼ
ろ
月	

葦あ
し

渡
る　

風
も
の
の
ふ
の　

叫
び
か
な	

ふ
く
ら
は
ぎ　

も
ん
で
一ひ
と
ひ日　

始
ま
れ
り	

春
雨
に　

ぬ
れ
て
あ
ざ
や
か　

紅
水
仙	

御
彼
岸
に　

想
い
に
耽ふ
け

る　

墓
参
り	

春
が
来
た　

雪
も
通
院
看
護
も　

夢
と
去
り	

お
花
見
や　

花
ふ
り
か
え
る　

遊
覧
舟	

氏
神
の　

み
こ
し
輝
く　

春
祭
り	

ふ
き
の
と
う　

雨
土
温
み
て　

春
の
風	

夢
の
よ
う
！　

粉
雪
踊
ら
せ　

母
娘
ス
キ
ー	

卒
園
や　

笑
顔
で
ピ
ー
ス　

写
真
撮
る	

湯
タ
ン
ポ
が　

老
い
の
冷
足　

包
み
込
む	

春
近
し　

西
山
の
雪　

消
え
り	

糟そ
う

糠こ
う

の　

妻
も
そ
こ
そ
こ　

歳
を
と
り		

別べ
っ
ぴ
ん嬪
の　

握
っ
た
寿
司
は　

尚な
お

美う

ま味
い

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
） 

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
） 

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
） 

寺
井
き
み
え
（
マ
・
蛭
口
） 

小
川
み
ち
子
（
安
・
田
中
） 

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
） 

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
） 

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
） 

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
） 

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
） 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
） 

堀
田
と
み
子
（
高
・
永
田
） 

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
） 

前
田　
と
み
（
今
・
浜
分
） 

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
） 

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
） 

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
） 

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
） 

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
） 

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
） 

粟
津　
満
子
（
マ
・
山
中
） 

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
） 

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
） 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
） 

福
田　
一
枝
（
今
・
松
陽
台
） 

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
） 

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

小
谷　
ひ
で
（
高
・
高
島
） 

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
） 

高
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
）

みんなでつくるみんなのページ

みんなで
　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
、
口
座
振
替
の
早
割
制
度
（
当
月

末
振
替
）
に
さ
れ
る
と
、
毎
月
１
４
，

９
８
０
円
の
保
険
料
が
１
４
，
９
３
０

円
と
な
り
、月
々
50
円
お
得
で
す
。（
通

常
の
口
座
振
替
は
「
当
月
保
険
料
を
翌

月
末
振
替
」
と
な
り
割
引
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　
お
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
郵
便
局
、金
融
機
関
等
ま
た
は
、

大
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、
口
座
振
替
で
早
割
制
度
以
外

の
振
替
方
法
を
選
択
さ
れ
て
い
る
方
が

こ
の
制
度
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
振

替
方
法
の
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
の
早
割
制
度
を
申

特 

例 

免 

除 

制 

度

　
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
年

度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失

業
）
の
事
実
が
確
認
で
き
る
場
合
に
対

象
と
な
り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を

除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

申 

請 

免 

除 

制 

度

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
申
請
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全

額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残
り
の
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
「
一
部
納
付
」
が

あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、
４
分
の

１
納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３
納
付

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
の
所
得
の
審
査
を
行

い
、
一
定
額
以
下
の
場
合
に
承
認
さ
れ

ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
他
に
も
、
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
の

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
の
審
査
を
行
い
（
世
帯
主
の
所
得

は
審
査
の
対
象
外
で
す
。）
一
定
額
以

下
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

国民年金保険料
の納付は

「口座振替の
　早割制度」
がお得です

国民年金保険料の
免除・
猶予制度

ごぞんじですか？

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て
お

く
と
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
市
役
所
保
険
年
金
課

ま
た
は
最
寄
り
の
支
所
窓
口
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

保
険
年
金
課

　
　
　

（
２
５
）
８
１
３
７

年間６００円
毎月の保険料を当月末に
口座引き落とし

口座振替なら
こんなにお得！

し
込
ま
れ
る
と
、
初
回
に
原
則
２
か
月

分
（
割
引
の
な
い
前
月
分
と
割
引
の
あ

る
当
月
分
）
が
振
替
に
な
り
ま
す
。
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　日本赤十字社では、昨年発生した東日本大震災に
対する災害救護活動をはじめ、台風災害時の救護活
動や血液事業および国際活動など幅広い事業を行っ
ています。これらの事業を遂行するための活動資金
の協力をしていただける社員を募集しています。ぜ
ひご賛同のうえ赤十字活動にご協力ください。

▼募集期間　５月１日（火）～ 31 日（木）

　 ・ 社会福祉課　 （25）8120
　　　　　または各保健センター（朽木地域は支所）

５月は、赤十字運動月間です！

　

　５月 12 日は、この日に民生委員制度が創設され
たことから、「民生委員・児童委員の日」と定めら
れています。
　市内には地域を担当する１５０人の民生委員・児
童委員と専門的に児童福祉を担当する 12 人の主任
児童委員が、「広げよう　地域に根ざした　思いや
り」を基本として、安心して住み続けることができ
る地域社会づくりに貢献しています。

《民生委員・児童委員の役割》
▼地域福祉のアンテナ
　ひとり暮らしや寝たきりの高齢者、障がいのある
方などの悩みや要望を的確に把握するように努めて
います。
▼地域福祉の世話役
　相談者の立場や気持ちを大切に、誠意をもって援
助します。
▼地域福祉のパイプ役
　相談を受けたときには、関係機関の窓口を紹介し
たり相談者の負担を軽減できるよう各機関とのパイ
プ役になります。

　子育てや高齢者介護などでお困りの時は、一人で
悩まずお近くの民生委員・児童委員にお気軽にご相
談ください。秘密は固く守られます。
※民生委員児童委員のお名前や連絡先は、社会福祉
課または各地域の保健センター（朽木地域は朽木支
所）へお問い合わせください。

　 高島市民生委員児童委員協議会連合会
　　　（事務局　社会福祉課） （25）8120

　電気自動車の普及促進を図る
ため、道の駅「藤樹の里あどが
わ」に無料でご利用いただける
電気自動車用急速充電器を設置
しました。
　ご利用の時は、事前に道の駅

「藤樹の里あどがわ」（ 32-
8460）までご予約ください。
　
▼利用時間　９時～ 17 時
　　　（毎月第２水曜日は除く）
※充電は 30 分程度で完了します。

　 環境政策課
　　 （25）8123

　平成 24 年７月９日に外国人登録制度が廃
止され、外国人住民の方にも住民票が作成さ
れます。これに先立ち、対象の外国人住民の
方について、５月７日に仮住民票を作成し、
記載した内容を記載事項通知書として、５月
中旬、ご本人（世帯主あて）に発送します。
届きましたら必ず開封して記載内容のご確認
をお願いします。

　７月６日（金）までに、外国人登録の変更
登録申請や訂正申出等が必要になります。手
続き方法等の詳細については、市民課までお
問い合わせください。
　なお、住民票は外国人登録の内容を基に作
成されますので、新制度に円滑に移行するた
めにも、正確な外国人登録をお願いします。
▼届出先　市民課または各支所窓口

　現在の外国人登録制度では、他市町村へ引
越しをした時には、転入先の市区町村で居住
地変更登録の申請をしていましたが、７月９
日以降は、あらかじめ高島市で転出の手続き
をして「転出証明書」の交付を受けていただ
く必要があります。転入先の市区町村でその

「転出証明書」を添えて、転入手続きをして
ください。
※ 住所変更のお届けに来庁される時は必ず、
「特別永住者証明書」または「在留カード」
（切替時までは「外国人登録証明書」）をお
持ちください。 

（1）中長期在留者（「在留カード」交付対象者）
（2）特別永住者
（3）一時庇護許可者または仮滞在許可者
（4）出生による経過滞在者または国籍喪失
　　による経過滞在者
※これまでに外国人登録をしていた方でも、

（1）～（4）に該当しない方や平成 24 年７
月９日時点で在留資格がない方については、
住民票は作成されません。必要な方は、お早
めに在留資格の取得等の手続きを行ってくだ
さい。

　 市民課　 （25）8018

▼募集期間
○定期募集の住宅
・５月７日（月）～ 17 日（木）
○随時募集の住宅
・随時、申し込みを受け付けて

います。

▼申込資格（全て該当）
１．市内に居住または勤務して

いる方
２．住宅に困っている方
３．入居予定者全員の合計の収

入月額が 15 万８千円以下
の方

４．税金の滞納がない方
５．その他、市の基準を満たす方

▼募集期間
○定期募集の住宅
・５月７日（月）～ 17 日（木）
○随時募集の住宅　
・随時、申し込みを受け付けて

います。

▼申込資格（全て該当）
１．同居する親族のいる方
２．入居予定者全員の合計所得

が一定額以上の方
（年齢によって必要金額が異な
ります。）
３．税金の滞納がない方

※定期募集する住宅は、５月２
日（水）に市役所、各支所の
掲示板で公表します。

※詳しくは、市のホームページ
をご覧になるか、お問い合わ
せください。

　 都市計画課
　　 （22）0904

　地域の団体から「【改訂版】
高島市男女共同参画プラン」に
沿った男女共同参画社会推進事
業の企画（講演会、ワークショッ
プ、研修会、情報交換会などの
啓発事業）を募集します。審査
の結果、企画が選定された団体
には、その企画に関する業務を
委託します。
　
▼委託契約限度額　20 万円（税込）
▼対象団体　
　高島市を主な活動地域として
男女共同参画社会の実現に向け
た活動（営利目的を除く）を行っ
ている団体　１団体
▼公募期間
　５月１日（火）～ 31 日（木）
▼提出書類
　事業計画書、事業費積算書、
団体概要書（様式は市民活動支
援課に備え付け、および市ホー
ムページに掲載）
▼事業実施期間
　８月１日～平成 25 年３月 31 日
詳しくはお問い合わせください。

　 市民活動支援課
　　 （25）8526

　環境政策課では、各種の環境
施策を総合的かつ計画的に推進
するため、各種条例や計画、環
境保全について審議していただ
く高島市環境審議会委員を募集
します。
　詳しくは、環境政策課、各支所
にある応募用紙をご覧ください。
▼任　　期　２年間
▼応募締切　５月 15 日（火）
▼申込方法　応募用紙に必要事
項を記入のうえ、環境政策課ま
たは各支所へご提出ください。

　 ・ 環境政策課
　　 （25）8123

お知らせ

広げよう　地域に根ざした　思いやり
５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」

道の駅藤樹の里あどがわに、
電気自動車の急速充電器を
設置しました

募　集

市営住宅入居者募集

市営住宅

中堅所得者向け賃貸住宅

　市営住宅の住宅困窮者への提
供と同時に、若者定住の促進、
帰郷者や移住対策として、市営
住宅入居者資格の改正を行いま
した。内容については次のとお
りです。

①同居親族要件の廃止
　親族でなくても同居が可能と
なります。
②単身入居要件の改正
　60 歳以上や身体障がい者等
の例外要件をなくし、若者の入
居が可能となります。（ただし、
単身入居できる住宅は従来通り
限定されています。）
③市内に６か月以上居住してい
る要件の改正
　６か月以上の居住要件をなく
し、市内に住所または勤務場所
があることを資格要件とします。

入居者資格を改正

男女共同参画推進事業
受託団体を募集

環境審議会委員を募集！

仮住民票の記載内容に修正が必要な場合

７月９日以降は転出届が必要になります

住民票を作成する外国人住民の対象者

５月中旬、外国人住民の方に
「仮住民票の記載事項通知書」

をお送りします　　　　　

282012.５月号29 2012.５月号
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　災害発生時に道路や鉄道が途
絶えた場合の訓練として「災害
時リハーサルウォーク」を実施
します。実際に歩くことにより、
災害時に無事帰宅できる脚力、
ルートや情報入手先の確認、予
想される被害をイメージする訓
練イベントです。

▼日　時　５月 27 日 ( 日 )
　　　　　７時～ 15 時
▼コース
　　堅田駅・近江舞子駅・近江
　　高島駅～新旭公民館
▼対　 象　どなたでも
　ただし、小学生以下は保護者
またはサポーターが同行してく
ださい。
▼参加費　大　人５００円
　　　　　高校生以下３００円
▼募集期間　５月 21 日（月）
　　　　　　まで
▼申込方法
　市役所、各支所にある参加申
込書に必要事項を記入のうえ、
お申し込みください。
（高島市後援）

　 ・ たかしま災害支援ボラ
　　　　ンティア・ネットワー
　　　　ク「なまず」
　　 （25）5095

　四季折々の自然に触れ、豊か
な感性と情操を養っていただく
ために「お花に親しもう」を開
催します。フラワーアレンジメ
ントや生け花など、毎回さまざ
まな手法でお花を楽しみます。

▼日　時　年間８回
　　　　　（土曜日開催）
　《第１回》　５月 26 日（土）
　　　　　10 時～ 11 時 30 分

（年間通じて参加可能な方歓迎）
▼場　所　マキノ児童館
▼対象者　市内在住の小学生
　　　　　（定員 15 人）
▼参加費　毎回５００円
▼申込締切　５月 11 日（金）
▼申込方法　電話、ファックス

　 ・ マキノ児童館
　　 （27）8187
　　 （27）8178

　視覚障がい者に、活字情報を
わかりやすく正確に音声で伝え
る技術を習得します。

▼日　時　６月から 11 月まで
　　　　　の全18 回
　《第１回》　６月１日（金）
　　　　　　10 時～ 12 時
▼場　所　今津図書館
▼対　象
　市内在住の方で、受講後に音訳
ボランティアとして活動できる方
▼参加費　１，０００円程度
　　　　　（テキスト代）
▼申込締切　５月 18 日（金）
▼申込方法　電話、ファックス

　 湖西総合在宅サービス
　　センター  ほろん
　　 （22）4041
　　 （22）4131

　高島の森林には、建材に適したスギの木がたくさん育っています。
　地元の山で育った木で家を建てる !　そんな家づくりの姿が今で
は少なくなっていますが、地元産材を家づくりに活かすことが、地
域と森林を守り育てることに繋がります。
　高島の木の家づくりネットワークは、高島の森から始まる家づく
りを推進し、多くの方に地元材を活かした家づくりへの関心を深め
ていただく取り組みを行っています。
　今年度は、市の支援を受けて、地元のスギを活かし無垢材の香り
と温もりを体感していただけるモデル住宅“高島の木の家”の建築
に取り組んでいます。
　５月・６月は、次の催しを開催しますので多数のご参加をお待ち
しています。
　

《山から家までのツアー》
　整然と立ち並ぶ杉林の見学・製材の様子や手刻み加工の技術など、
山の木が家の材料へと加工される様子をご紹介します。
　また、モデル住宅建築地で基礎工事の見学などを行います。
　▼日　時　５月 19 日（土）９時 30 分～ 16 時（集合９時 15 分）
　▼集合場所　高島市役所　正面（東側）駐車場
　▼内　容　スギの産地見学、製材所・加工場での作業見学
　　　　　　モデル住宅建築現場案内・基礎工事見学など
　▼参加料　無料
　▼募集人員　先着 30 人
　▼申込締切　５月 16 日（水）

《モデル住宅上棟見学》
　モデル住宅が、伝統的な継ぎ手などにより
組みあがる様子を間近で見学してください。
　▼日　時　６月３日（日）　11 時～ 12 時
　▼場　所　新旭町新庄　 　 13 時～ 15 時

（県道安井川交差点から東方向に約５００ｍ）
　▼内　容　モデル住宅上棟見学、パネル展示
　　　　　　餅まき（15 時予定）
　　　　　　申込不要。ご自由にご見学ください。
　　　　
　 ・ 高島の木の家づくりネットワーク
　　　（今津ヴォーリズ資料館内）
　　 （20）1179

　暮らしの中のちょっとした困
りごとをみんなの支え合いで解
決できるよう「困っている人」
と「応援できる人」を結びつけ
るという仕組みがあります。「応
援できる人」であるサポーター
を養成する講座を開催します。

▼日　時　５月 17 日（木）・
　　　　24 日（木）・31 日（木）
　　　　10 時～ 12 時
▼場　所　働く女性の家
▼内　容　高齢者との上手な関
わり方、認知症サポーター養成
講座、乳児期～幼児期の遊び方
と注意点、サポーターの心得等
▼受講料　無料
▼申込方法　電話、ファックス

　 ・ ＮＰＯ法人元気な仲間
　　 （20）1313
　　 （25）8370

　世界で活躍されている、高島市在住の染色家、
山本玄匠さんに、ご自身のお話と作品の紹介をし
ていただきます。染色体験もできます。
▼日　時　５月 13 日（日）13 時～ 17 時
▼場　所　山本工房（安曇川町北船木３０１番地）
▼参加費　６００円／小学生以下３００円
　　　　　別途材料費２，０００円が必要です。
▼持ち物　染色用の白いＴシャツ（綿製）１枚、
　　　　　エプロン
▼定　員　50 人
★汚れてもよい服装でお越しください。

▼参加費　１回６００円／小学生以下３００円
▼定　員　各回 10 人程度（先着順）

　 ・ 高島市国際協会事務局
　　 （20）1180　 （20）1182
　　  tifa822@ares.eonet.ne.jp

▼申込方法　電話、ファックス、メール
　会員の方は、TIFA カードをお持ちいただくと
　参加費が無料になります。

英語サロン初級 英語サロン中級 韓国語サロン
場所 働く女性の家 今津東コミュニティセンター

日程 ５月 16 日（水）
・23 日（水）

５月 30 日
（水） ５月 12 日（土）・26 日（土）

講師 市内小中学校の外国人英語教師 ケビン・ディーガン チョウ・ポンナ

時間
19 時～ 20 時

★小学生３年生以上が対象

①９時 30 分
～ 10 時 30 分
② 10 時 45 分
～ 11 時 45 分

（初心者向）
・14 時～ 15 時
（ハングルサロン）
・15 時 15 分
～ 16 時 15 分

有 

料 

広 

告

募　集催　し
まかせてサポーター
養成講座　受講者募集

音訳ボランティア養成
講座　受講者募集

第 10 回災害時
リハーサルウォーク

マキノ児童館５月の催し
「お花に親しもう」参加者募集

高島の木の家づくりネットワーク　催し

「世界に発信ものづくりの楽しみワークショップ」
参加者募集

国際交流サロン参加者募集

０１２０-８０８-５２９
㈱ トリイ今津本店
お申し込み・お問い合わせは…

シニアの方に合わせた
音楽健康プログラム

《いま、話題の！》
 みなさんが集まれる音楽広場をつくりました
シニアの方へ

歌って
弾いて

まずは
  お気軽に♪ 無料おためし会

○今津本店教室
５月15日 ㊋ 13：30 ～

５月９日 ㊌ 13：30 ～
   平和堂あどがわ店内
　サウンドステーションあどがわ

  今津町
   名小路１－１

○安曇川教室

しんあさひ風車村 花菖蒲園

特別ご招待券
平成 24年指定管理一周年記念

ルピナスまつり 期間：５月１２日～６月８日
花菖蒲まつり 期間：６月９日～６月３０日

企業組合労協センター事業団
開園時間：９時～１７時　　期間中：無休

指定管理者

Tel ０７４０-２５-６４６４

花菖蒲まつり
特別ご招待券

本券１枚に付１名様 無料

ルピナスまつり

本券１枚に付１名様 無料
特別ご招待券
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nformationI 暮らしの情報

日

全席自由
　１，０００円

（当日２００円増）

第17 回 びわ湖国際フルート
コンクール　～本選～
　５/ ２～５/ ５
に行われる厳正な
る予選審査（入場
無料）を勝ち抜い
たファイナリスト
たちが最高の演奏
を聴かせてくれま
す。今年の栄冠は
…誰の手に？

ガリバーホール　 （36）0219

ガリバーホール

10 時 30分～

５/６
一般部門……13 時～

アドヴァンス部門

ギャラリー Cafe Cozy

鑑 賞 無 料火・休 ※最終日　17時まで

「小谷康弘陶展」

10 時～ 22時

５/２       ～14
５/16   ～31

水

水

月

木

～粉引、鉄釉
ゆう

など日常使いの器～

「有田信次　油彩画展」

今津町舟橋 2 ー 8 ー10　 （22）1414

　確実にチケットを手に入れるための予約サービスです。公演10日前までに電話またはメールにてチケッ
トをご予約いただき、ご希望の前売所窓口でお受け取りください。チケット

予約サービス ●電 話　（３２）２４６１（藤樹の里文化芸術会館）　　●メール　ticket@city.takashima.shiga.jp

ご存知ですか
便利なサービス！

？

　文化芸能フェスティバル２０１２
参加者募集！

７月７日 ( 土 )、８日 ( 日 ) に開催する「高島文
化芸能フェスティバル（前湖西芸能フェスティバ
ル）」の舞台出演者を募集しています。あなたも最
高の演出空間の中で発表してみませんか。

参加要領、申込書、参加費など、詳しくは
お問い合わせください。
● 申込締切　５月６日 ( 日 )　17 時必着

朽木資料館
朽木の生活文化を伝える

●常設展示

９時～ 16時 30分
入場無料
5/5は開館

月・火・祝日
休 朽木資料館　 （38）2339

木地師関連と朽木陣屋跡の資料を展示
朽木氏関係文書の紹介

高島

湖西地域の文化情報

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）までお寄せください。
締め切りは毎月2５日です。

５/ 13

全席自由

①10時 30分上映

一　　般　１，０００円
中学生以下 　   ８００円
（当日２００円増）

映画「一枚のハガキ」上映会
　第 35 回日本アカデミー賞優秀監督
賞！　日本映画界の至宝、新藤兼人監督
が 99 年の人生をかけた、映画人生最後
の最高傑作！

ガリバーホール　 （36）0219

監　督　新藤兼人
出　演
　豊川悦司、大竹しのぶ、
　六平直政、柄本明、
　倍賞美津子、大杉漣、
　津川雅彦　ほか

ガリバーホール

（主催）映画『一枚のハガキ』上映会事業実行委員会

② 14時上映
★２回上映。
　各回入れ替え制

日

全席自由
　５００円

朗読劇「百済～若狭～高島　
壬申の乱に生きた人々」
　古代高島の歴史を掘り起こすことによ
り、高島人が生きた様子をオリジナル朗
読劇で再現します！

ガリバーホール

５/20
14 時開演

ガリバーホール　 （36）0219

出　演　
　海老澤文代、岸田洋、桂田孝太、吉見大、
　平松弘三、平松成美、真田かずこ、
　田中文子、森本純一

日

高島市民会館

　地元高島市をはじめ、滋賀県内、大
阪府、京都府、兵庫県、岐阜県、愛知
県、福井県から参加した合唱団が、課
題曲「琵琶湖周航の歌」と自由曲で美
しいハーモニーを競います。

第16回「琵琶湖周航の歌」音楽祭
合唱コンクール６/24

全席自由
10時開演

一　律　　５００円

日

高島市民会館　 （22）1764

マキノ資料館

山と湖
うみ

の生活文化を伝える（民具の世界）

●常設展示

●コーナー展
マキノ・今津地域の近代化遺産

マキノ資料館　 （27）1484

９時～ 16時 30分

【コーナー展】
５/10 31 木 木

月・火・祝日
休

高島歴史民俗資料館

鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を調べる
●常設展示

●コーナー展
出土木器の世界

高島歴史民俗資料館　 （36）1553

９時～ 16時 30分

【コーナー展】

月・火・祝日
休

藤樹の里文化芸術会館　 （32）2461

「糸と私の遊び方　
　　　山本操ニット展」

鑑 賞 無 料

ギャラリー 藤乃井

安曇川町田中426　 （32）0150

10時～17時30分
５/18   ～24金 木

５/10 31 木 木

相　談 日　時 場　所 内　容

教育に関する
悩み相談

教育相談・課題対応室
　 （32）4406

北部教育相談室
　 （24）7021

月～金　
８時 30 分～ 17 時

教育相談
・課題対応室
（安曇川支所）
※教育委員会内

　教育相談・課題対応室では、保護者や子ども、市民の皆さ
んからの相談をお受けします。電話でも来室していただいて
も結構です。
　ひとりで悩まず、安心してお気軽にご相談ください。

月～金
13 時～ 17 時
※小中学校の冬・春休
み期間中は、水・金の
み開室

北部教育相談室
（今津東小学校
南隣）
※北部健康いきい
き応援センターと
の間

特設人権なんでも
相談所

人権施策課
　 （25）8524

５月９日（水）
　13 時～ 16 時

市役所本庁
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関わる問題
で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずに人権擁護委員にご
相談ください。

地区別行政相談所
生活相談課

　 （25）8125

５月 18 日（金）
　13 時～ 16 時 安曇川公民館 　国・県・市の行政に関わる相談を、行政相談員がお受けし、

問題解決に向けて、関係行政機関につなげます。

一日年金相談所

保険年金課
　 （25）8137

５月 24 日（木）
　10 時～ 16 時 今津支所

▼申込方法　次の予約専用電話番号にお電話ください。
大津年金事務所 　 077（521）1489　※要予約
　平日８時 30 分～ 17 時
　※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
　※定員になり次第、締め切ります。

　大正11年（1922
年）５月に創立し
た藤樹神社は、今
年で満 90 年を迎
えます。90 周年
に合わせ、その創
立に関わった杉
浦重剛、渋沢栄
一、東郷平八郎の書跡や富
岡鉄斎の作品、中江藤樹の真筆
を展示します。

▼期 間　９月 30 日（日）
　　　　まで
▼場 所　近江聖人中江藤樹記念館
▼入館料　高校生以上２００円
 　　　　　（団体割引あり）
　　　　　小・中学生無料

　 近江聖人中江藤樹記念館
　　 （32）0330

「学校に行きにくい」「いじめで困っている」
「子育てはこれでよいのか？」
「子どもにどう関わればよいか？」など、子ども
のこと、学校や保育園・幼稚園のこと、地域での
ことなど、教育に関する悩みや困りごとはありま
せんか？

　 ・ 森林公園くつきの森　 （38）8099
　　 （38）8012　 asosatoyama@zb.ztv.ne.jp

▼申込方法　イベント名、参加者の名前、年齢、電話番号、住所を　
　　　　　　記入し、ファックスまたはメールでお申し込みください。

藤樹神社創立 90 年展
   ―その代表的社宝―

相　談（秘密厳守・相談無料）

催　し

※申込不要

森林公園「くつきの森」　～５月のイベント紹介～

▲
中
江
藤
樹
の
真
筆

《くつきの森　花フェスタ》
　新緑と木々の花をくつきの森
で楽しみませんか。
　開催期間中の土日・祝日には
イベントを開催します。
▼日 時　５月１日（火）～ 31 日（木）
　　　　　　９時～ 17 時
▼参加費　２００円

《森の癒し体験》
　森の散策・ヨガ・郷土料理弁
当でリラックスした時間をすご
しませんか。
▼日　時　５月 21 日（月）
　　　　  10 時～ 13 時 30 分
▼参加費　２，５００円
　　　（昼食・保険・体験料）
▼申込締切　５月 13 日（日）

《朽木の春を見つけよう》
　木々や草花を琵琶湖博物館の
草加先生とともに観察。
▼日　時　５月 12 日（土）
　　　　　９時 30 分～ 15 時 30 分
▼参加費　３００円（保険）
　お弁当等はお持ちください。
▼申込締切　５月２日（水）

（小学３年生以下は保護者同伴）

《お花見＆能の奉納見学》
　くつきの森でのお花見と、若
宮神社（朽木麻生）の春祭に奉
納される能「一人翁」の鑑賞。
▼日　時　５月 10 日（木）
　　　　　10 時 30 分～ 14 時
▼参加費　１，５００円（昼食・保険）
▼申込締切　５月２日（水）
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高島市公民館教室
　・講座受講生募集
高島市公民館教室
　・講座受講生募集
　高島市の各公民館で開催する平成 24 年度の教室・講座の受
講生を募集します。食や地域学習など生活に関連した講座も開
設します。ふるってご応募ください。講座や教室の内容など詳し
くは各公民館までお問い合わせください。

平成

年度
24

・複数の教室に申し込みできますが、各教室とも９人以下の
場合は開催できませんのでご了承ください。

・お申し込みの対象は、市内に在住・在勤・在学の方です。
・材料代・テキスト代等は別途自己負担となります。
・各教室とも受講年数は３年を限度とします。

教室
地域等 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

…マ

キ

ノ

1

気楽で楽しい家庭料理教室 活動日 ６･ ７・９･10・11 月の火曜日 (5 回） 時間 ９:00 ～ 12:30

　料理は初めてという人も、少しグレードアップ
したい人も、プロからちょっとしたこつを教えて
もらえる料理教室です。

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター
　　　　　　　　　（マキノ公民館） 対象 18 歳以上

年会費 ５００円 定員 15 人

2

陶芸教室 活動日 ６～９月の金曜日（７回） 時間 13:00 ～ 16:30

　土をこねること、成型すること、色付けをする
こと、どれも心が癒されます。自分だけの器を作
ってみませんか。

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター
　　　　　　　　　（マキノ公民館） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

3

ステンドグラス教室　　 活動日 ６～ 10 月の水曜日（10 回） 時間 13:30 ～ 16:30

　プロに教えてもらう本格ステンドグラス教室で
す。色ガラスを透した柔らかな光が、心を和ませ
てくれます。今年は平面を中心に作成します。

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター
　　　　　　　　　（マキノ公民館） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

4

人と自然を美しく撮るデジカメ教室 活動日 ６･ ７･ ９･10･11 月の水曜日（5 回） 時間 ９:30 ～ 12:00

　ひっそりと咲く可憐な草花、時間によって変化
する湖の表情、人の素敵な表情など、プロの写真
家からデジカメ撮影の極意を学びます。( 内容に
よって 1 日の日程もあります。)

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター
　　　　　　　　　（マキノ公民館） 対象 18 歳以上

年会費 ５００円 定員 20 人

5

木工教室 活動日 ６～ 10 月の木曜日 (10 回） 時間 13:30 ～ 16:30

　手作りの家具って素敵ですよね。道具の使い方
を教えていただきながら、一緒に作ってみません
か。

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター
　　　　　　　　　（マキノ公民館） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

今

津

6

びわ湖源流の郷たかしま自然観察教室 活動日 ６/ ８、７/18、９/20、10/16、
11/14、３/22（６回） 時間 ８:45 ～ 12:30

　季節や環境により、様々な姿を見せてくれるび
わ湖源流の郷高島の自然を観察し、ふるさとの良
さを再発見します。

場 所 市内各地 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 22 人

7

初めての手づくりパン教室 活動日 ６/20、７/ ４、８/ １、９/ ５、
10/17、11/ ７（６回） 時間 ９:30 ～ 13:00

　パンづくりの基礎を学んでいただく初心者の方
を対象とした、パン作り入門教室です。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

地域等 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

今
　
　
　
津

8

そろばん教室 活動日 ６～ 12 月の第４水曜日（７回） 時間 ９:30 ～ 11:30

　昔学んだ「そろばん」をもう一度始めてみませんか。
脳を活性化させ、脳の若さを保ちましょう。初心者
の方も大歓迎。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

9

絵本を人生の友達に 活動日 ６/ ９、７/14、９/ ８、10/13、
11/10、12/ １（各土曜日） 時間 13:30 ～ 15:30

　絵本は、子ども時代・子育て時代・熟年時代の心
育てに深く関わることができます。より豊かな出会
いを求めて、その魅力を学びます。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

10

親子お菓子づくり教室 活動日 ６/ ９、７/ ７、９/ ８、10/13、
11/10、12/ １（各土曜日） 時間 ９:30 ～ 12:00

　絵本を目と耳で楽しんで、お菓子を舌で味わう教
室です。親と子で絵本に出てくるお菓子を実際に作
ります。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 親子

年会費 １，０００円 定員 ５組

…朽
　
　
　
木

11

ふるさと伝承料理教室 活動日 ９～２月の木曜日（５回） 時間 ９:30 ～ 13:00

　巡り来る季節やしきたりの中で伝承されてきた
先人の知恵と工夫を重ねた料理について実習しま
す。

場 所 朽木保健センター 対象 18 歳以上

年会費 ５００円 定員 15 人

12

草木染め体験教室 活動日 ８～ 11 月の土曜日（４回） 時間 ９:00 ～ 15:00

　草木染めは、身近な自然の素材を布に取り込ん
だ日本の伝統染織の一つです。自然の力を感じ、
ものづくりの楽しさを体験します。

場 所 道の駅くつき新本陣（中庭）ほか 対象 18 歳以上

年会費 ５００円 定員 15 人

安
　
曇
　
川

13

木彫り教室　　 活動日 ６～ 12 月の第 2・４月曜日（12 回） 時間 13:30 ～ 16:00

　木版に彫刻刀で書や絵を彫り、インテリアとし
て、世界にひとつしかない作品を飾ってみましょ
う。

場 所 安曇川公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

14

七宝焼き教室 活動日 ６～ 11 月の第２・4 木曜日（10 回） 時間 13:30 ～ 16:00

　七つの宝石の美しさと、素晴らしさをあわせ持
つ、古くからの伝統工芸を次世代に引き継ぎまし
ょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 20 人

15

パソコン活用塾 活動日 ６～１月の第１・３金曜日 (12 回） 時間 13:30 ～ 15:30

　熟年者 ･ 高齢者のパソコンを使う機会が急増し
ています。パソコンを使った学習の場、生きがい
と交流の場作りに参加してみませんか。

場 所 安曇川公民館 対象 熟年者・高齢者

年会費 １，０００円 定員 15 人

16

お米大好き！ 料理天国 活動日 ６～１月の第３木曜日（７回） 時間 ９:30 ～ 12:30

　お米消費拡大を目的に、まだまだあるお米の料
理と米粉のスイーツなどをつくります。お米を好
きになりましょう！

場 所 安曇川公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 20 人

17

リフォームソーイング教室 活動日 ６～ 12 月の第２・４水曜日（12 回） 時間 13:30 ～ 15:30

　着物や洋服のリフォームでエコを・・・。家に
眠っている品物をあなたの手で蘇らせましょう。
小物から大作まで挑戦しましょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人
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１ 今　津
公民館

健康野菜づくり講座Ⅲ
開催日

6/14、8/23、9/6、9/20、
10/4、10/18、11/1、11/8、
11/22、11/29 各木曜日（10 回）
※野菜の生育状況によって開催

日が前後する場合があります

時　間 9:30 ～ 12:00
　有用な微生物を活用し、農薬や化学肥料を使用しない
安心・安全な秋冬野菜の栽培方法を実際に体験しながら
学んでいただきます。

場　所 今津公民館
定　員 18 人

２ 安曇川
公民館

平成尋常高等笑学校
開催日 6 月～ 1 月

時　間 毎月第４金曜日午後～

　人生前向きで、元気に集い、笑いながら楽しく学びま
しょう！　※ 18 歳以上対象

場　所 安曇川公民館ほか
定　員 30 人

３ 新　旭
公民館

異文化にふれる講座（中国）
開催日 　　6 月～ 1 月

土曜日

時　間 19:30 ～ 21:00

　中国の文化や中国語を学ぶ講座です。初心者にも楽し
く学んでいただけます。

場　所 新旭公民館
定　員 30 人

４ 高　島
公民館

異文化にふれる講座（韓国）
開催日 6 月～ 1 月

時　間 19:00 ～ 21:00

　韓国の文化風習歴史から簡単なハングルを学びます。
初心者にも楽しく学んでいただけます。

場　所 高島公民館ほか
定　員 20 人

５ 朽　木
公民館

もうひとつの朽木物語講座
開催日 ７/22、9/2、10/21、

11/11 の各日曜日

時　間 10:00 ～ 11:30

　「琵琶湖の源流を探る」をキーワードに、安曇川沿い
の歴史・自然・文化について学習します。

場　所 朽木公民館ほか
定　員 20 人

　公民館教室・講座申込書
教室・講座名 No                                                          教室 ・ 講座　

フリガナ
年　齢

（学年）ご氏名

ご住所
〒          ―

電話番号 ……………………

備　　考 申し込み教室の受講歴　（○をしてください）。　１　・　２　・　３　年目

【申　込　先】
マキノ土に学ぶ里研修センター（マキノ公民館）
マキノ町蛭口 260-1 ☎２７－１１３１ 月曜休館
今 津 公 民 館
今津町日置前 149-1 ☎２２－２２４９ 月曜休館
朽 木 公 民 館
朽木市場 792 ☎３８－２３２４ 月曜休館
安曇川公民館
安曇川町田中 89 ☎３２－０００３ 火曜休館
高 島 公 民 館
勝野 670 ☎３６－０２１９ 月曜休館
新 旭 公 民 館
新旭町北畑 567 ☎２５－８１００ 火曜休館

★申込みに関する注意事項
・ 定数を超えた場合は各開催館で抽選とします。なお、受講決定者
には 5 月 31 日までにご案内します。

・お申し込みは各教室講座ともやむをえない場合を除き、すべての
課程が受講できる方とします。

・年会費は、第１回目の開催時に納めてください。
　（返金は行いません。）
・ご記入いただいた個人情報は、公民館教室・講座受講に関するこ

と以外に使用しません。

講座
・複数の講座に申し込みできます。
・各講座とも９人以下の場合は開講できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は市内に在住・在勤の一般成人の方です。
・受講料は１講座１，０００円で、材料やテキストなどが必要な場合は

別途自己負担となります。

地域等 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

安

曇

川

18

日本の古典ひもとき講座 活動日 ６～１月の第３水曜日（８回） 時間 13:30 ～ 15:30

　歴史を学びゆかりの地を訪ね、学ぶ意欲と健康を
維持しましょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

19

陶芸教室 活動日 ６～ 11 月の第１・３土曜日（12 回） 時間 13:30 ～ 15:30

　自分で日常使う食器やインテリアなどを作ってみ
ましょう。

場 所 世代交流センター 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

高
　
　
　
島

20

簡単よし笛教室 活動日 ７～ 11 月の第１・３日曜日（10 回） 時間 13:00 ～ 16:00

　びわ湖群生の「葦
よし

」を加工して、素朴な楽器｢よし笛」
づくりに挑戦しませんか。簡単な演奏指導も行いま
す。

場 所 高島公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 12 人

21

太極拳教室 活動日 ６～８月の木曜日（６回） 時間 13:30 ～ 15:30

　美容と健康のために太極拳を始めませんか。
ゆっくりとした動きなので誰でもできますよ。

場 所 高島公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 20 人

22

ウエルハピネス体操教室 活動日 ６～８月の金曜日（８回） 時間 13:30 ～ 15:00

　からだを動かすことが健康の基本です。普段あ
まり使わない筋肉をロープを使いゆっくり伸ば
し、こりをほぐします。（スポーツタオルをご持
参ください。）

場 所 高島公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

新

旭

23

郷土史教室 活動日 ６月～（月１回）第３水曜日（７回） 時間 ８:30 ～ 16:30

　市内・県内の史跡・遺跡等を探訪します。なご
やかな雰囲気で楽しく活動します。

場 所 新旭公民館ほか 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

24

書道教室 活動日 ６月～（月２回）第１・３土曜日（17 回） 時間 13:30 ～ 15:30

　書道とは、書くことで文字の美しさを表そうと
する表現芸術です。一緒に書を楽しみましょう。

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 １，５００円 定員 25 人
※子ども 15 人まで

25

トールペイント教室 活動日 ６月～（月２回）第１・３日曜日（17 回） 時間 13:30 ～ 15:30

　誰もが親しみやすく上手に描けるトールペイン
トを楽しみましょう。（※幼児の親子参加可）

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 １，５００円 定員 20 人

26

パッチワーク教室 活動日 ６月～（月２回）第１・３木曜日（17 回） 時間 13:00 ～ 15:30

　種々の色・柄・形の小布をはぎ合わせて一つの
面を作る手芸は夢がいっぱい。つぎはぎ細工を楽
しみましょう

場 所 新旭公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，５００円 定員 15 人

27

フラダンス教室 活動日 ６月～（月２回）第１・３月曜日（16 回） 時間 19:30～ 21:00

　年齢を問わずに長く続けられるので健康にもダ
イエットにも良いと注目の教室です。

場 所 新旭公民館 対象 18 歳以上

年会費 １，５００円 定員 25 人

　教室・講座を開催する公民館等へ、各自直接申込書を提出または電話でお申し込みください。
（ご本人ができない場合は家族も可） 
　なお、電話申込の場合は、必ず受付期間内に申込書を当該公民館等に提出してください。

●申込受付期間　5月9日（水）～5月18日（金）

申　込　方　法
※今回は６月から開催の講座のご案内です。

休館日を除く9時から 17時まで

36



5 月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

今 津 図 書 館
  （22）3827 休 休 話 映 休 話 休 休
安曇川図書館
  （32）4711 休 話 休 休 話 休 休
マキノ図書館
  （27）0350 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休
朽木図書サロン
  （38）2324 休 休 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休
新 旭 図 書 室
  （25）2811 休 休 休 休 話 休 休 話 休 休 休 休 休 休
高 島 図 書 室
  （36）2160 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。映 は一般映画会です。

▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

『94歳。寄りかからず。前向きにおおらかに』
吉沢久子 / 著　（海竜社）

　老い方上手な著者の言葉に
は、生活の知恵や問題点など
共感できる事柄が多く含まれ
ています。題名のとおり寄り
かからず。前向きにおおらか
に年を重ねていきたいです
ね。

図書館利用者のオススメの
一冊を、本の感想と併せて
ご紹介します。

　知人から面白いよと薦められ読んでみました。本当に
面白いです！！
　いつも目にする新聞紙や広告の紙、種々な空き箱や包
み紙にこんなサプライズが隠されていたとは。しかし、
毎日切り続けるのは飽きっぽい私には無理かもしれな
い。でも、このチラシのこの部分を切ったら面白そうと
か考えるだけでも頭の体操になるかもしれない。・・と
いうことで、さっそく遠くに住む実家の母に話してみよ
うと思います。
　（新旭町　泉　愛子さん）

井上由季子 / 著　（筑摩書房）
『老いのくらしを変えるたのしい切り紙』

開館日カレンダー

私のオススメの一冊

『頭のいい人はよく歩く！』
久保田競 / 著　（ブックマン社）

　40歳から頭がよくなる人
と悪くなる人の違いって？頭
をよくする習慣を身につけれ
ば、元気に長生きすることに
繋がります。今の生活習慣は
大丈夫ですか？

『ウォルト・ディズニ－の言葉』
（ぴあ）

　世界中から愛されるキャラ
クタ－、ミッキ－マウスを生
みだしたウォルト・ディズニ
－。夢を実現させる秘中の秘
は、好奇心・自信・勇気・そ
して不変性。なかでも一番大
切なのが自信、自分を信じる
ということ。生き方、考え方
のヒントがつまった名言集。

『簡単かぎ針編みで
　 ナチュラルな帽子とかごバッグ』
（世界文化社）

　日差しの気になる季節から
秋口まで大活躍の帽子とかご
バッグ、あなただけのお気に
入りを編んでみませんか？

今月のオススメ

本や調べものについてのお問い合わせも受けつけています。お気軽にご連絡ください。

○エントランス展示
　「陶器と人形」展
【期間】 １日（火）～30日（水）

今津図書館

今津図書館催し物のお知らせ ５月

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

……4月23日～ 5月12日は
…「こどもの読書週間」です。
　今年の標語は【君と未来をつなぐ本】
　どんな本がいいのかな？ っと迷った
時は、読みつがれている本を手にとって
みては？
　図書館においてある読書案内を参考に
したり、図書館のカウンタ－でも本につ
いてのご相談に応じます。
　まずは、『そうだ！ 図書館に行こう』

平成 24 年３月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
 マ　キ　ノ
 谷　　　さくら 女 ２ 月23日 沢

中　村　穂　柑 女 ３ 月 ８ 日 沢

野　㟢　　　涼 男 ３ 月13日 石　庭
  今　　　津
甲　斐　獅　琉 男 ３ 月22日 今　津

谷　口　舞　帆 女 ２ 月26日 今　津

谷　村　颯　太 男 ３ 月 ３ 日 弘　川

中　村　栄　心 男 ２ 月24日 日置前

お誕生おめでとう！

たに

な か む ら

の ざ き

か い

た に ぐ ち

た に む ら

な か む ら

ほ の か

りょう

し り ゅ う

ま ほ

そ う た

え い し ん

氏　名 性別 生年月日 ところ
 馬　込　こいき 女 ３ 月 ５ 日 深清水

御　牧　温　也 男 ３ 月 ７ 日 弘　川
  新　　　旭
上　原　悠　来 男 ３ 月 ７ 日 安井川

大　澤　龍　成 男 ３ 月 ７ 日 熊野本

藤　原　翔　樹 男 ３ 月22日 新　庄

松　田　蒼　空 男 ２ 月28日 安井川

米　永　幸　帆 女 ３ 月 ８ 日 新　庄
  安　曇　川

氏　名 性別 生年月日 ところ
伊　崎　　　茜 女 ３ 月 ２ 日 五番領

岸　田　竜　勝 男 ３ 月11日 青　柳

村　山　希　愛 女 ２ 月28日 田　中
  高　　　島
山　田　知　歩 女 ２ 月26日 鵜　川

米　村　百　花 女 ３ 月13日 武曽横山
  朽　　　木
藤　村　天　音 女 １ 月22日 生　杉

三　原　大　河 男 ２ 月21日 荒　川

人

平成 24 年 3 月 31 日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ
掲載しています。

５３，１７２人（－118）
５３，６４１人（－587）

５３,０５４人

１９,８３４世帯

２５,８１５人
２７,２３９人

項　目 期　別 納期限
固 定 資 産 税　 第 1期

5月 31日国民健康保険税（普通徴収） 第 2期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第 2期

たかしま
　  の
人の動き

納付のお知らせ５月

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料
○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。

市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
前　田　　　茂 男 94 海  津

  今　　　津
青　谷　耕　造 男 80 南新保

石　田　隆　一 男 79 今　津

上　松　正　司 男 85 深清水

杉　原　貞治郎 男 84 福　岡

弘　部　と　よ 女 86 浜　分

藤　本　せ　い 女 92 福　岡

松　本　文　次 男 82 角　川

山　中　正　明 男 78 下弘部

山　本　 　み 女 89 藺　生
  新　　　旭

青　谷　ゑ　ん 女 89 藁　園

岡　田　き　よ 女 93 安井川

川　内　 三郎 男 83 藁　園

桒　原　さ　と 女 94 藁　園

氏　名 性別 年齢 ところ
桒　原　モトヱ 女 91 藁　園

竹　井　美智子 女 94 安井川

林　　　　　弘 男 78 新　庄

藤　田　リ　ユ 女 86 太　田

森　田　みさを 女 83 藁　園

山　内　スヱノ 女 102 熊野本

渡　邊　　　清 男 71 深　溝
  安　曇　川

岩　佐　邦　男 男 70 西万木

梅　村　幸　江 女 57 四津川

川　島　と　よ 女 91 北船木

駒　井　齊　次 男 91 北船木

駒　井　弥十二 男 78 北船木

清　水　康　明 男 83 上古賀

志　村　ミヱ子 女 70 上小川

志　村　良　三 男 83 青　柳

土　井　 　子 女 81 常磐木

氏　名 性別 年齢 ところ
中　村　新一郎 男 85 三尾里

西　川　宗　志 男 85 青　柳

西　河　り　よ 女 79 田　中

東　村　和　正 男 62 青　柳

平　井　吉　造 男 82 上古賀

村　山　な　み 女 87 五番領

万　木　　　康 女 90 南古賀
  高　　　島

市　川　恭　子 女 79 勝　野

北　阪　イワノ 女 98 永　田

小　谷　政　枝 女 94 高　島

髙　島　百合子 女 60 野　田

八　田　昭　子 女 79 武曽横山
  朽　　　木

澤　本　ちゑ子 女 94 市　場

古　谷　キ　ヌ 女 83 市　場

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

ふ じ わ ら

お お さ わ

う え は ら

み ま き

ま ご め い ざ き

き し だ

む ら や ま

や ま だ

よ ね む ら

ふ じ む ら

み は ら

ま つ だ

よ ね な が

し ょ う じ ゅ

り ゅ う せ い

ゆ ら

は る や

あかね

りゅうしょう

の あ

ち ほ

も も か

あ ま ね

た い が

そ ら

ゆ き ほ

ま え だ

あ お た に ふ じ た

も り た

や ま う ち

わ た な べ

い わ さ

う め む ら

か わ し ま

こ ま い

こ ま い

し み ず

し む ら

し む ら

ど い

はやし

た け い

く わ は ら な か む ら

に し か わ

に し か わ

ひ が し む ら

ひ ら い

む ら や ま

ゆ る ぎ

い ち か わ

き た さ か

こ た に

た か し ま

は っ た

さ わ も と

ふ る た に

い し だ

う え ま つ

す ぎ は ら

ひ ろ べ

ふ じ も と

ま つ も と

や ま な か

や ま も と

あ お た に

お か だ

か わ う ち

く わ は ら

しげる

こ う ぞ う り ゆ

す え の

きよし

く に お

ゆ き え

さ い じ

や と じ

や す あ き

み え こ

り ょ う ぞ う

は つ こ

ひろむ

み ち こ

も と え しんいちろう

む ね し

か ず ま さ

よ し ぞ う

やす

き ょ う こ

ま さ え

ゆ り こ

あ き こ

え こ

き ぬ

り ゅ う い ち

し ょ う じ

て い じ ろ う

ぶ ん じ

ま さ あ き

ゆ

え

き さ ぶ ろ う

窓口だより

※関連記事を
　Ｐ12 に記載
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５

邇々杵神社

朽木支所◉

◉グリーンパーク
想い出の森

道の駅  くつき新本陣◉

至 

今
津

至 

大
津

至 

安
曇
川

　
毎
年
４
月
か
ら
６
月
こ
ろ
に
は
、
市

内
各
地
の
神
社
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
春
祭
り
で
は
、
そ
の
神
社
や
地
域

に
よ
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
神
事・

祭
礼
行
事
・
祭
礼
道
具
な
ど
が
伝
え
ら

れ
て
い
て
、
各
地
で
地
域
色
豊
か
な
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
朽
木・宮
前
坊
の
邇に

に

ぎ
々
杵
神
社
で
は
、

毎
年
５
月
の
第
２
日
曜
日
に
春
の
祭
礼

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
邇
々
杵
神
社
は
、
宮
ノ
前
に
鎮
座
す

る
、
広
い
境
内
を
も
つ
神
社
で
、
現
在

神
社
に
到
着
す
る
と
境
内
の
入
口
付
近

の「
お
花
畑
」と
呼
ば
れ
る
場
所
を
回
っ

て
整
列
し
、
御
神
酒
を
全
員
で
頂
き
ま

す
。
そ
の
後
、
天
狗
面
を
先
頭
に
し
て

神こ
う
ぞ
ん殿

（
＝
神
主
役
）
や
神
輿
を
加
え
た

行
列
が
神
社
か
ら
お
旅
所
ま
で
渡
し
を

行
い
、
お
旅
所
で
は
、
神
殿
が
巨
大
な

御
幣
を
振
る
「
幣
振
り
」
や
花
び
ら
餅

の
振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が

終
わ
る
と
、
お
旅
所
か
ら
神
社
へ
神
輿

が
戻
り
、
祭
り
が
終
了
し
ま
す
。

　

神
社
に
残
る
記
録
に
よ
る
と
、
以

前
は
行
列
が
神
社
に
到
着
し
た
後
に
、

「
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
」
や
「
田た

す
き鋤

」
な
ど
の
行
事

が
あ
り
、「
流
鏑
馬
」
で
は
錦
の
衣
装

に
身
を
包
ん
だ
「
弓ゆ

み
ん
ま馬

」
が
、
馬
で
走

も
十
禅
師
を
祀
る
本
殿
と
大
宮
を
祀
る

河
内
社
の
ほ
か
、
神
宮
寺
の
多
宝
塔
な

ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
行
わ
れ
る
祭
礼
は
、
朽
木
地

域
で
は
珍
し
い
神
輿
渡
御
な
ど
が
行
わ

れ
る
華
麗
な
も
の
で
、
そ
の
中
で
行
わ

れ
る
神
事
や
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
用
意

さ
れ
る
神し

ん
せ
ん饌

物
は
、
古
式
を
伝
え
る
も

の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
神
社
の
氏
子
は
、
集
落
の
中
心
を
通

る
馬
場
を
境
に
上
の
組
と
下
の
組
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
に
祭
り
の
当
番

が
決
め
ら
れ
ま
す
。
祭
礼
前
日
に
は
、

そ
の
２
組
の
当
番
が
神
社
で
御
幣
や
花

び
ら
餅
、神
輿
に
備
え
る
「
野と

こ
ろ老

」（
山

の
芋
科
の
植
物
。
根
が
ふ
く
ら
ん
で
芋

の
よ
う
に
な
る
。）
な
ど
の
準
備
を
行

い
ま
す
。
こ
の
準
備
は
幣へ

や
さ挟

み
と
呼
ば

れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
午
前
中
に
拝
殿
で
神
事
が

行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
太
鼓
の
音
を
合

図
に
お
旅
所
に
氏
子
一
同
が
集
合
し
、

槍
や
鉦か

ね

を
持
っ
た
役
の
人
が
神
社
ま
で

行
列
を
組
ん
で
進
み
ま
す
。
そ
し
て
、

り
な
が
ら
的
を
矢
で
射
抜
き
、「
田
鋤
」

で
は
、
農
夫
の
格
好
を
し
た
者
が
、
面

白
お
か
し
く
馬
で
田
を
鋤
く
真
似
を
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
行
事
の
た
め
、
祭

り
に
は
、
い
つ
も
５
頭
の
馬
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
馬
を
飼
う
人
が
少

な
く
な
り
調
達
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
昭
和
30
年
代
半
ば
か
ら
、
馬
を

使
わ
な
い
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
邇
々
杵
神
社
の
祭
礼
の
特

徴
の
一
つ
に
、
大
宮
と
十
禅
師
そ
れ
ぞ

れ
の
神
輿
２
基
が
並
ん
で
渡
御
を
行
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
神
輿
の
形
態

と
し
て
も
古
い
様
式
を
持
つ
こ
の
２
基

は
、
昨
年
度
、
１
８
０
年
ぶ
り
に
全
面

的
な
修
復
が
行
わ
れ
、
今
年
、
５
月
13

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
祭
礼
で
は
、
修

復
を
終
え
た
美
し
い
神
輿
が
渡
御
を
行

う
予
定
で
す
。　
　
　
（
文
化
財
課
）

神社を出発する神輿（平成 19 年撮影）

朽
木
・
宮
ノ
前
の
春
祭
り

▼表紙は、安曇川町の松ノ木内
湖でたなびく鯉のぼりの群れのよう
す。松ノ木内湖再生協議会の役員らで
つくる四津川湖土里会が、子どもたち
の健やかな成長を願い設置されまし
た。約 80 もの鯉のぼりは迫力満点で、
道ゆく人々を魅了しています。▼今月
号から、各コーナーのロゴをリニュー
アルし、新しく、男女共同参画のコー
ナー「さんかくだより」や、オノミユ
キさんのごみ減量マンガを掲載してい
ます。ぜひご覧ください。（広報担当Ｓ）


